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「
ケ
ッ
ト
の
反
乱
」
に
つ

い
て

グ
ス
司
、
事
件
予
?
♂

?
T
1

0

3

2

，

J
f
A
O
A
4
9
7
t
 
へ
日
礼
叫

T11
穴
j

可
一
司
〕

1
1
1本
源
的
蓄
積
期
の
農
民
閣
争
ー
ー
ー

桧

村

幸

lま

し

が

2宇

十
六
位
組
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
て
は
、
牧
羊
囲
込
み
と
農
民
追
放
を
は
げ
し
く
非
難
す
る
世
論
が
治
こ
り
、
多
〈
の
農
民
蜂
起
が
生
じ

た
。
な
か
で
も
、
一
五
三
六
年
臼
「
恩
簡
の
巡
礼
」
司
口
間
口
目
回
目
。
。
同
日
目
。
。
以
後
、
も
っ
と
も
広
汎
な
騒
動
を
み
た
D
は、

Z
F
ワ

ー
ド
六
乱
白
治
世
(
一
五
四
七
五
三
年
)
て
あ
る
。
一
五
四
八
年
に
摂
政
サ
Y

セ
y

ト
公
が
任
命
し
た
聞
込
み
調
査
委
員
会
の
活
動
を

も
コ
て
し
℃
も
(
む
し
ろ
、
そ
の
不
活
動
の
た
め
に
)
、
騒
動
の
故
大
を
お
き
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
五
四
九
年
に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
山
中
南
部
諸
州
白
ほ
と
ん
ど
が
一
撲
の
渦
中
に
あ
っ
た
。
十
六
此
紀
中
葉
の
聞
込
み
運
動
を
め
ぐ
る
こ
れ
ら
の
農
民
闘
争
は
、
ほ
か

な
ら
ぬ
「
資
本
制
的
生
産
様
式
の
基
礎
を
創
造
し
た
変
革
の
序
曲
」
す
な
わ
ち
本
源
的
蓄
積
心
開
始
に
た
い
し
て
農
民
層
が
ど
の
よ
う

に
対
応
し
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
ノ
フ
ァ
ク
州
に
お
い
て
ロ
パ

1
ト
・
ケ
y

ト
同
c
F
ゆ
耳
問
。
立
が
指
導
し
た
い
わ
ゆ

る
「
ケ
y

ト
臼
反
乱
」
(
同

2
3
同
号
。

--55
は
、
一
一
九
項
目
に
わ
た
る
要
求
を
か
か
げ
て
、
も
っ
と
も
組
織
的
か
つ
大
規
模
陀
展
開

さ
れ
た
闘
争
で
あ
り
、
本
源
的
蓄
積
期
に
お
け
る
農
民
層
の
対
応
士
、
も
っ
と
も
は
っ
き
り
一
市
し
亡
い
る
と
み
ら
れ
る
。
以
下
、
反
乱

「
ケ
ッ
ト
の
反
乱
」
に
つ
い
て

第
七
十
九
号

ゴ

九

第
五
巻

四



第
五
事

の
経
過
、
攻
撃
者
と
被
攻
撃
者
、
農
民
屑
の
要
求
を
検
討
し
て
、
己
の
農
民
闘
争
山
性
格
を
考
え
て
み
た
い
。

「
ケ
ッ
ト
の
反
乱
」
に
つ
い
て

第
七
十
九
号

九

四
回

ω
「
恩
慌
の
巡
礼
」
に
つ
い
て
は
、
官
同
次
郎
『
恩
寵
の
巡
礼
の
歴
且
的
性
格
に
つ
い
て
』
且
林
一
九
五
六
年
第
一
一
、
第
三
号
参
照
@

凶
一
周
八
五
年
か
ら
十
七
世
紀
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
草
舟
に
い
た
る
絶
対
王
制
期
の
農
民
闘
争
O
全
般
的
な
考
察
$
と
し
て
は
、
角
山
県
『
イ
ギ
9
ス
絶
対

主
義
下
の
農
民
一
採
に
関
す
る
一
試
論
』
ヒ
ス
ト
B
ア
第
一
回
号
参
問
。

反

乱

ロコ

経

}fi 

一
一
ヶ
月
の
あ
い
だ
に
ほ
と
ん
ど
ノ

1
7
ァ
ク
州

ω全
体
を
ま
き
こ
ん
だ
己
白
反
乱
は
、
用
地
的
た
う
ち
己
わ
し
騒
動
に
は
じ
ま
り
、

つ
い
ぞ
農
民
軍
士
形
成
し
て
州
の
中
心
都
市
ノ
リ
ッ
ジ
を
お
と
し
い
れ
、
最
後
に
、
絶
対
主
制
の
武
装
権
力
と
直
接
対
決
す
る
と
W
う

発
展
過
程
を
た
ど
る
。

ω
以
下
、
反
乱
の
具
体
的
事
実
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
、

4
目
宮
口
ω
ロ
E
巳
吋
目
1
0
4
L
L
Z
E
F
4。
-
F
H
u
g
-
ハ
以
下
〈
口
出
・
と
時
〉

日『・口回日立。
F
F
O
R
H
O
B
O同
巴
HO
吋
mwO唱
-0
・
HU】D
・
KHE
司・

-
1
0
]
E
E
・可。
-HHR巳
回
目
同
0
3
1
0同
開
口
問
E
E
P
〈
OH・
4
「日目
HDW
印・

4
四回口白。戸

間耳、
ω
同
oto--Eロ
】
忠
P
H
U色、

F

Z

問。

F
同
Z
Z
O同
冨
耳
目
。

-w-〉
同
m
w
O
E
E
司
Z
H
H
q・
5
N
H

に
よ
る
。

一
九
五
四
年
六
月
二
十
日
、
南
ノ

l
フ
ァ
グ
の
ア
ト
ル
パ
一
フ
』

5
0
Z
E
C四
『
治
上
び
エ
グ
ル
ズ
明
日
目
。
ω
と
ウ
ィ
ル
ピ
」
百
円
ず
吋
周

辺
の
農
民
は
、
ウ
ィ
ル
ピ
の
あ
る
マ
ナ
の
領
主
に
よ
ッ
て
困
込
ま
れ
た
入
会
地

(
S
E
E
Dロ
ω)
白
一
担
を
破
壊
し
た
。
己
の
よ
う
な
囲

込
与
を
め
ぐ
匂
局
地
的
な
あ

b
そ
い
は
ず
て
に
二
、
三
ナ
年
、
刑
か

b
ノ
フ
ァ
グ
白
各
地
て
く
り
か
え
さ
れ
て
い
た
己
と
で
あ
っ
て
、

一
村
落
に
点
火
さ
れ
た
口
火
が
州
全
体
に
も
え
ひ
ろ
が
る
条
件
は
す
で
に
成
熟
し

τ
い
た
と
み
る
こ
と
が
ゼ
き
る
。
事
実
、
七
月
六
日

か
b
八
日
に
か
け

τ、
セ
ン
ト
・
ト

i
Y
ス
白
井
天
祭
の
た
め
に
ウ
ィ
モ
ン
グ
ム
詞
司
目
。
ロ
臼
F
E
H
H
に
集
ま
コ
た
人
び
と
は
、
己
白
町



え
タ
タ
イ
ヤ

nり

の
周
辺
ゼ
囲
込
み
を
し
て
い
た
地
主
た
ち
を
攻
撃
し
は
じ
め
、

モ
1
リ

の

ホ

パ

1
F
問。
d
m
w
]
q
H
O同

Z
E己
め
吋

h
T
O

ョ
y
・
7
ラ
ワ

ヂ
ュ
し
「
。
『
ロ
旬
】
O
当
日
仏
o
d
q

が
聞
込
ん
で
い
た
土
地
を
開
放
し
た
。
己
的
一
と
章
、

7

ラ
ワ
デ
ュ
は
農
民
た
ち
に
金
を
あ
た
え
、
か
ね
て

反
目
し
あ
っ
て
い
た
ウ
ィ
モ
ジ
グ
ム
の
ロ
パ

l
ト
・
ケ
ッ
ト
を
攻
撃
す
る
工
う
に
そ
そ
り
か
し
た
。
と
と
ろ
が
、
農
民
た
ち
の
攻
撃
を

む
か
え
た
ケ
ッ
ト
は
、
自

b
白
分
の
回
込
み
地
を
開
放
し
て
農
民
の
陣
営
に
参
加
す
る
に
い
た
っ
た
。
局
地
的
た
う
ち
己
わ
し
騒
動
が

十
六
世
記
最
大
の
農
民
闘
争
へ
と
発
展
す
る
き
っ
か
け
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

ω
ピ
ン
ド
フ
は
一
五
二

O
年
、
=
一
九
年
、
凹
O
年
、
四
四
年
、
四
八
年
、
阿
九
年
同
月
の
事
例
を
あ
げ
て
い
る
(
出
E
A
E
R
O匂
ハ
込
町
匂
戸
田
〉
。

一
右
四
O
平
に
は
、
ス
ワ
ッ
ア
ァ
ム
印
喝
丘
町
『
回
目
で
、
一
万
人
を
動
員
し
て
ジ
品
ン
ト
ル
マ
ン
を
絶
域
し
上
う
と
く
わ
だ
て
る
も
の
が
あ
ら
わ
れ

た
と
っ
た
え
ら
れ
る
(
〈
門
出
町
-
E
S
a

ゆ
六
月
二
+
日
の
蜂
起
は
、
お
そ
ら
く
自
然
諾
生
的
な
も
り
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
ぞ
れ
か
ら
二
週
間
の
あ
い
だ

r
、
「
秘
清
司
集
合
が
も
よ
さ

れ
た
と
お
も
わ
れ
」
、
「
謂
天
祭
を
記
念
し
て
ワ
ィ
壬
シ
ダ
ム
で
も
よ
お
さ
れ
た
芝
居
は
、
不
平
分
子
の
別
の
集
合
の
た
め
の
口
実
で
あ
り
」
、
「
指

導
者
た
ち
が
、
集
ま
っ
た
人
び
k
t
会
合
を
口
ら
い
た
」
(
〈
門
出
司
色
町
〉
こ
と
が
事
実
之
す
れ
ば
、
ケ
ッ
ト
が
事
加
す
る
目
前
に
、
運
動
が

計
画
的
に
す
す
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
。

てハ
l
ト
・
ケ
y

ト
を
指
導
者
に
し
て
陣
容
を
と
と

?λ
た
農
民
軍
は
、
む
月
十
日
、
ウ
ィ
モ
ン
ダ
ム
を
出
発
し
ノ
リ
ッ
、
シ
に
む
か

つ
て
北
東
に
す
す
む
。
か
れ

b
は
み
ち
す
じ
の
圏
込
み
を
う
ち
己
わ
し
た
が
ら
す
す
ん
だ
。

ジ
ョ
ン
・
ヨ

l
ベ
ッ
ト
ト
『
o
F回
。
。
己

uz

と
い
う
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
が
国
王
か
ら
(
ゐ
そ
ら
く
修
道
院
解
散
心
結
果
)
下
賜
さ
れ
て
、
鳩
舎
に
し
て
い
た
マ
リ
ア
礼
拝
堂
が
焼
き

シ
エ
ヲ
フ

は
ら
わ
れ
た
。
州
長
官
白
十
・
」
ド
マ
ン
ド
・
ウ
ィ
ン
グ
ム
印
弓
ロ
己
目
日
仏
巧
ヨ
丘
宮
ー
目
白
解
散
命
令
も
無
視
さ
れ
た
。
農
民
軍

は
「
反
乱
者
の
苦
情
」
(
同

ozz・
ロ
。
目
立
回
目
。
を
発
表
し
て
蜂
起
を
よ
ぎ
た
く
さ
れ
た
理
由
上
説
明
し
た
〈
後
述
ゴ

七
且
l
二
日
、
農
民
軍
は
ノ
リ
ッ
デ
白
束
に
あ
る
マ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
・
ヒ
!
ス
冨
。
5
0
F
o区
間

2
5
に
到
着
し
、
こ
こ
に
陣
を
し

「
ケ
ッ
ト
の
反
乱
」
に
つ
い
て

第
七
十
九
号

九

第
五
巻

四
五



「
ケ
ァ
ト
反
乱
」
の
に
つ
い
て

第
七
十
九
号

ゴ一九四

第
五
巻

四
，、

い
た
。
農
民
軍
の
到
着
セ
前
に
し
た
ノ
リ
ッ
ジ
の
市
内
で
は
、
反
応
は
二
つ
に
わ
か
れ
た
。
市
長
や
功
役
に
よ
っ
亡
代
表
さ
れ
る
市
の

支
配
者
層
は
、
農
民
軍
が
市
内
を
通
過
す
る
こ
と
士
拒
否
し
、
政
府
に
鎮
圧
軍
D
派
遣
を
要
請
し
た
。
他
方
、
下
層
市
民
は
、
乙
の
機

会

κ、
困
込
ま
れ
て
い
た
以
前
の
入
会
地
、
同
。
当
口
。
。
詔
を
開
放
し
よ
う
と
た
ち
あ
が
り
か
け
て
い
た
。
己
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と

て
、
都
市
支
配
者
層
が
、
た
だ
ち
に
農
民
軍
に
挑
戦
す
る
と
と
は
、

の
陣
営
を
た
ず
れ
て
、
お
も
て
む
さ
は
協
調
的
在
態
度
を
示
し
、
農
民
軍
が
国
主
に
出
ナ
請
願
書
に
は
、

F
Y
ト
と
た
b
ん
て
署
名
さ

え
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
カ
項
目
に
わ
た
る
要
求
を
か
か
げ
た
と
の
請
願
書
(
後
述
)
に
た
い
す
る
国
主
な
b
ぴ
に
政
府
の
態
度
は
、

あ
き
ら
か
に
不
利
で
あ
っ
た
。

市
長
や
助
役
は
、

自
ら
農
民
軍

一
時
の
が
れ
の
も
白
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
国
王
の
使
者
が
マ
ウ
月
ホ
ー
ル
ド
に
も
た
b
し
た
返
事
は
、
農
民
軍
の
解
散
を

条
件
と
し
て
、
請
願
の
趣
旨
は
十
且
の
議
会
ど
考
慮
し
て
や
ろ
う
、
と
い
う
己
と
で
あ
っ
た
。
農
民
の
要
求
を
一
時
は
認
め
て
時
を
か

せ
ざ
、
約
束
を
信
じ
て
解
散
し
よ
う
と
ナ
る
農
民
軍
を
鎮
圧
す
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
か
つ
て
封
建
イ
V
グ
ラ

y
ド
を
ゆ
り

動
か
し
た
一
三
八
一
年
D
農
民
反
乱
に
さ
い
し
て
、
リ
チ
ャ

l
ド
二
世
と
そ
の
政
府
が
と
っ
た
方
法
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
十
六
世
紅

白
農
民
は
、
も
は
や
か
ん
た
ん
に
口
約
束
を
信
ず
る
ほ
ど
お
ろ
か
ゼ
は
な
か
っ
た
。
国
王
の
使
者
は
、
さ
ら
に
、
農
民
た
ち
が
解
散
す

れ
ば
恩
赦
を
あ
た
え
よ
う
と
い
う
国
王
白
約
束
を
つ
た
え
た
が
、
か
れ
ら
は
己
の
よ
び
か
け
を
も
拒
否
し
た
。
ケ
ァ
ト
を
は
じ
め
農
民

た
ち
は
因
込
み
を
お
さ
え
る
た
め
に
国
王
が
発
布
し
た
布
告
(
一
カ
四
八
年
六
月
一
H
)
の
意
図
を
、

自
分
た
ち
の
行
動
に
よ
っ
て
実
現

し
上
う
と
考
え
て
い
た
白
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
行
動
に
よ
っ
て
国
王
に
た
い
す
る
「
真
由
民
民
の
義
務
」
を
つ
く
そ
う
と
し

た
も
の
に
、
罪
人
の
う
け
る
。
へ
き
恩
赦
が
あ
た
え
ら
れ
る
と
い
う
の
ほ
か
れ

b
の
納
得
て
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
解
散
の

勧
告
と
そ
の
拒
否
が
く
り
か
え
さ
れ
た
結
果
、
国
王
D
使
者
を
い
た
だ
く
ノ
リ
ッ
日
市
当
局
と
農
民
軍
と
の
あ
い
だ
に
戦
闘
が
は
じ
ま

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
戦
闘
壮
、
七
周
一
一
一
一
日
に
ノ

F
ッ
ジ
が
農
民
軍
に
制
圧
さ
れ
る
と
い
う
結
果
に
ゐ
わ
ワ
た
。



川

W
E
E
P
F
z
:
E
P
3
4
(
o
e・世ロ
E
r
r
再

B
E
E
n
R
E百
円
『

W
E
E
P
2
5
5、
廿
患

ロメ
I
ト
・
ケ
ッ
ト
と
と
も
に
市
長
吋
宮
田
百
円
。
且
助
投
、
吋
F
。
目
白

K
F
5
2岳
が
署
名
し
て
い
る
。

問
一
三
八
一
年
の
ス
ロ
'
ガ
ン
「
uJ
チ
ャ

E
ド
二
世
と
真
白
人
民
」
と
い
う
言
葉
は
、
農
民
円
国
王
に
た
い
す
る
信
頼
感
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
が
、

十
六
世
相
の
農
民
も
、
国
王
が
自
分
た
ち
の
時
方
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
も
ち
つ
づ
け
た
。
後
述
請
願
書
の
第
三
七
、
二
八
項
参
照
。

(
以
下
、
開
同
国
と
時
日

こ
う
し
て
ノ
リ
ッ
ジ
を
治
さ
え
た
農
民
軍
の
組
織
と
規
模
は
、
ほ
と
ん
ど
ノ
1

7
ァ
タ
の
全
体
に
お
よ
ぶ
も
の
て
あ
っ
た
。
か
れ
ら

は
マ
ウ
ス
串
ル
ド
て
州
会
を
組
織
し
、
囲
込
み
を
し
て
い
た
ジ
品

Y

F
ル
マ

Y
を
審
問
し
℃
投
獄
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
州
会

は
、
ノ
l
フ
ァ
グ
州
三
一
一
郡
の
う
ち
二
四
郡
か
ら
各
郡
二
人
ず
つ
白
代
表
と
、
サ
ア
ァ
ク
州
の
代
表
に
よ
っ

τ構
成
さ
れ
る
自
治
組
織

で
あ
っ
た
。
代
表
を
出
し
て
い
た
い
八
郡
白
う
ち
七
郡
ま
で
が
、
州
の
南
西
部
に
属
し
て
い
た
。
モ
れ
ゆ
え
、
甫
西
部
を
の
ぞ
く
/

1
7
7
ク
の
三
分
白
二
以
上
白
地
域
と
十

7
γ

ク
白
一
部
白
人
び
と
が
、
組
織
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
守
ィ
弔
ン
グ

ム
か
ら
ノ

H
ッ
ジ
へ
進
ん
だ
主
力
部
隊
白
ほ
か
に
、
西
北
部
て
蜂
起
し
リ
Y
F
U
百
ロ
の
攻
略
に
失
敗
し
た
人
び
と
が
T

ウ
見
ホ
ー
ル

ド
に
合
流
し
、
東
部
て
は
、
ヤ

l
マ
ス
吋

R
E
E
B
て
蜂
起
し
た
人
び
と
が
、
サ
フ
ァ
ク
北
部
白
人
び
と
と
い
っ
し
ょ
に
、
マ
ウ
ス

ホ
ー
ル
ド
へ
集
結
し
た
。
こ
う
し

τ、
七
局
十
二
日
に
マ
ウ
λ

ホ
ー
ル
ド
ヘ
到
着
し
た
と
き
に
は
、
そ
の
勢
力
は
二
千
六
百
人
を
こ
え

与
ふ
当
つ

--z
、

車、ヵ

T
カ

一
週
開
後
に
は
、
各
地
か

b
集
ま
っ
た
一
万
六
千
な
い
し
二
万
人
の
大
部
隊
に
な
っ
て
い
た
白
で
あ
る
。

同
回
目
白
。
円
。
司

2
?
]
U
M
V
H
申

!
g
t
シ
ド
ア
は
、
こ
の
南
西
部
が
ノ
1

7
ァ
ク
で
も
ヲ
と
も
貧
し
く
、
人
口
密
度
が
稀
薄
で
あ
っ
た
こ
と
、
し
た

が
っ
て
、
土
地
を
め
ぐ
る
闘
争
の
条
件
が
な
か
っ
た
と
説
明
し
己
い
る
。

こ
う
し

τ、
闘
争
は
最
後
白
段
階
を
む
か
え
る
。
チ
品

l
ダ
l
王
朝
白
政
府
は
、
今
や
つ
い
に
鎮
圧
軍
を
、
派
遣
し
て
農
民
軍
と
対
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
ヮ
た
。

し
か
し
、

ま
ず
七
月
三
十
日
に
、

ノ
ロ
ッ
ジ
に
派
遣
さ
れ
た
千
数
百
人
目
イ
グ
リ
ア
人
部
隊
は
、

「
ケ
ッ
ト
の
反
乱
」
に
つ
い
て

第
七
十
九
号

九
五

館
主
巻

四
七



「
ケ
グ
ー
の
反
乱
」
に
つ
い

τ

第
七
十
九
号

九
プミ

第
五
巻

四
八.

農
民
軍
り
は
げ
し
い
抵
抗
に
あ
い
、
指
揮
者
白

/
l
サ
ン
プ
1

Y
伎
は
殺
さ
れ
、
敗
走
を
よ
ぎ
た
く
さ
れ
た
。
事
態
の
容
易
て
な
い
こ

と
を
知
っ
た
政
府
は
、
八
月
の
第
二
週
に
入
っ
て
、
ノ
l
フ
ァ
ク
周
起
の
諸
州
に
徴
兵
の
命
令
を
出
し
、
枢
密
顧
問
官
ウ
ォ
リ
ァ
グ
伯

ジ
ョ

y
・
グ
F
D
l
』

o
F
ロ
ロ
ロ
品
目

q
は
、
閏
ら
一
方
数
干
の
鎮
圧
軍
を
ひ
き
い
て
、
八
月
二
四
日
に
ノ
リ
ッ
ジ
に
入
っ
た
。
は
げ
し

い
戦
闘
が
山
た
た
び
は
じ
め
ら
れ
た
。
農
民
軍
は

一
時
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
二
六
日
、
千
数
百
人
の

F
イ
ツ
人
部
隊
が
あ
b
た
に
到

着
し
、
二
七
日
は
最
後
白
決
戦
と
な
っ
た
。
マ
ウ
マ
ハ
ホ
ー
ル
ド
の
陣
地
を
す
て
、
ノ
リ
ッ
ジ
と
の
問
を
へ
だ
て
る
谷
聞
に
な
だ
れ
己
ん

だ
農
民
軍
は
、
は
げ
し
い
抵
抗
主
己
こ
ろ
み
た
け
れ
ど
も
、
鎮
圧
軍
白
砲
火
の
的
と
な
り
槍
騎
兵
白
突
撃
に
屈
伏
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。
己
白
戦
闘
で
農
民
軍
の
死
者
は
三
千
人
を
こ
え
た
と
い
わ
れ
る
。
ロ
パ

l
ト
・
ク
ァ
ト
と
そ
白
兄
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
逃
亡
し
た
が
、

ま
も
な
く
捕
え
ら
れ
た
。
憎
し
み
に
興
奮
し
た
ジ
A

ン
ト
ル
マ

y
た
ち
は
、
武
器
を
す

τた
農
民
白
大
量
処
刑
を
さ
け
び
、
か
え
っ
て
、

農
民
を
み
ん
な
殺
し
た
ら
誰
が
土
地
を
耕
や
す
の
か
と
、
す
渇

H
Y
ク
伯
に
た
し
な
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
の

ム
山
兄
弟
は
、
そ
白
後
反
逆
罪
白
判
決
を
う
け
て
処
刑
さ
れ
た
。

ロパ

1
ト
と
ウ
ィ
リ
ア

政
府
は
、
最
初
白
蜂
起
か

b
一
一
ヶ
月
以
上
回
一
後
に
、
外
閏
白
傭
兵
の
千
を
借
り
亡
、
よ
う
や
く
自
国
D
農
民
を
鎮
圧
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
白
あ
と
十
周
に
、
摂
政
サ
マ
セ
ッ
ト
公
が
失
脚
し
、
代
づ
て
鎮
臣
軍
の
指
揮
者
ウ

2
p
ッ
ク
伯
が
枢
筏
院
の
た

か
で
指
導
権
を
に
ぎ
る
こ
と
に
在
っ
た
。
も
と
も
と
す
ォ

p
y
ク
伯
は
、
サ
マ
セ
γ

下
公
が
一
五
四
八
年
六
月
に
任
命
し
た
聞
込
み
調
.

査
委
員
会
の
活
動
に
反
対
す
る
勢
力
の
も
っ
と
も
強
力
友
代
表
で
あ
っ
た
。
農
民
闘
争
の
発
展
と
と
も
に
、
サ
元
日
ッ
ク
伯
ら
の
サ
マ

セ
ッ
ト
公
に
対
す
る
非
難
は
つ
よ
ま
り
、
同
時
に
、
農
民
の
味
方
て
あ
る
か
む
よ
う
に
み
え

τ
い
た
サ
マ
セ
ッ
ト
公
の
態
度
も
動
揺
し

て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
、
四
九
年
六
用
に
、
サ
マ
セ
ッ
ト
会
は
、
因
込
み
を
実
カ
て
開
放
し
た
も
の
に
恩
赦
を
あ
た
え
た
が
、
他
方
、

澗
年
豆
月
に
は
非
合
法
心
集
会
を
鉢
毘
す
る
布
告
を
山
山
し
、
七
且
に
も
騒
動
鎮
圧
の
指
示
を
出
し
た
(
同
古
田

o
E
T
2
」
P
R
2
3
0



E
F
o
n。目
2
3
4『
E
-
Z
呂
田
宮
巴
目
。
片
岡
ロ
岡
E
E
r
E
M
F
〉
切
り

g
p
M
Z
自
可
。

E
2
5
F
3
巳
凶
ロ

-H
ロ
冨
R
E
o
-
4
F
O開
mZHO吋

J
?レ
E
a
H怠日

H
a
F
E
m
p
s
ぉ
C
J
邑
P
)
。
こ
う
い
う
過
程
白
の
ち
に
、
自
ら
指
揮
し
て
農
民
軍
士
鎮
圧
し
た
す
す

H
ッ
ク
伯
が
、
サ

マ
セ
ッ
ト
公
と
突
代
し
た
と
い
う
己
と
は
、
モ
れ
ま
で
ま
が
り
な
り
に
も
か
か
げ
b
れ
て
き
た
農
民
保
護
政
策
が
放
棄
さ
れ
る
乙
と
を

意
味
し
た
。
事
実
、
囲
込
み
禁
止
白
法
律
は
廃
止
さ
れ
、
む
し
ろ
奨
励
さ
れ
さ
え
し
た
ハ
回
目
叶
E
E
4・K
F
胃
戸
口
EFor-σ
日

E
F
O

印同昌

2
ロけ
E
n
g
z
a
巴
HF
司

叫

叶

H-
冨
R
E
o
-
o
Z
H円
聞

g
F
ロ
日
)
。
し
た
が
っ
て
、
農
民
の
闘
い
が
鎮
圧
さ
れ
、
ム
ワ
ォ
リ
ッ

F
伯
が

4
y
y

セ
γ

下
公
に
と
っ
て
代
っ
て
か
ら
白
数
年
は
、
チ
ー
ー
グ
l
絶
対
王
制
が
、
そ
の
反
農
民
的
性
格
を
も
っ
と
も
露
骨
に
一
軍
す
時
期

と
な
っ
た
り
で
あ
る
。

攻
撃
者
と
被
攻
撃
者

一
五
五

O
年
に
、
と
白
反
乱
白
原
因
に
つ
い
て
詰
っ
た
ロ
パ

I
ト
・
ク
ロ
ウ
リ
l
問。
t
o早
口

24司
-4
は
、
こ
の
闘
争
D
敵
味
方

に
つ
い
て
も
、
か
な
り
は
づ
き
り
と
要
約
し
て

H
る
。
農
民
側
の
い
い
分
は
己
う
だ
、
「
大
借
地
曲
降
、
牧
畜
業
者
、
金
持
の
肉
屋
、
法

律
家
、
商
人
、
ジ
ェ

y
ト
ル
マ
ン
、
ナ
イ
ト
、
貴
族
、
モ
れ
か
ら
何
と
よ
べ
ば
い
い
か
、
利
益
さ
え
あ
れ
ば
何
て
も
す
る
名
前
の
な
い

人
間
・
が
暴
動
の
原
因
て
あ
る
?
か
れ
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
家
を
う
ば
い
、
土
地
を
買
悼
と
り
、
地
代
を
た
か
め
、
多
額
の
(
ま

ア
ア
イ
ン
宍

っ
た
く
法
外
な
)
一
時
金
を
取
立
て
、
わ
れ
わ
れ
の
入
会
地
を
圏
込
む
T

慣
習
も
、
法
律
中
法
令
も
、
か
れ
ら
の
暴
虐
を
平
め
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
な
い
白
て
、
わ
れ
わ
れ
に
は
、
生
き
て
ゆ
〈
す
べ
も
わ
か
ら
な
い
。
だ
か

b
、
わ
札
わ
れ
は
、
ど
う
し
て
も
か
れ
ら
に

反
抗
し
た
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
D
だ
。
」
こ
れ
に
対
し
て
ど
ん
欲
な
連
中
主
代
弁
す
れ
ば
、
ど
ん
な
容
が
て
る
で
あ
ろ
う
か
u

「
百
姓

ど
も
は
豊
か
に
な
り
す
ぎ
、
た

b
ふ
く
食
べ
て
お
ご
り
た
か
ぶ
っ
て
い
る
!

か
れ

b
は
治
の
れ
を
知
ら
ず
、
服
従
を
わ
き
ま
え
ず
、

「
ケ
ッ
ト
の
反
乱
」
に
つ
い
て

揮
七
十
九
号

九
七

車
主
巻

四
九



「
ケ
フ
ト
円
反
乱
」
に
つ
い
て

第
七
十
九
号

=一九八

第
五
巻

主L
O 

法
を
法
と
も
恩
わ
左
い
。
か
れ
ら
は
、

o
z
y
ト
ル
マ

Y
が
い
な
〈
な
る
と
と
を
の
ぞ
み
、
誰
ゼ
も
自
分
と
同
じ
よ
う
に
し
、
方
事
共

有
に
し
よ
う
と
の
ぞ
む
T

-
:
わ
れ
わ
れ
が
自
分
白
土
地
か
ら
ど
れ
だ
け
地
代
を
取
立
て
た
ら
工
い
か
を
、
か
れ
ら
が
指
図
し
よ
ろ

と
す
る
r
-

E

・E
・
-
か
れ
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
の
猟
閣
を
う
ち
己
わ
し
、
わ
れ
わ
れ
の
放
牧
地
を
開
放
す
る
1

か
れ
ら
は
法
律
を
自
分
て

何
て
も
共
有
に
し

執
行
し
よ
う
と
す
る
1

王
様
を
馬
鹿
に
し
て
、
自
分
た
ち
の
誇
闘
を
勅
詳
し
て
も

b
い
た
い
と
強
要
す
る
。

た
い
と
い
う
の
だ
か

b
、
か
れ

b
か
b
一
ワ
の
こ
ら
ず
と
り
あ
げ
て
や
ろ
う
。
二
度
と
ふ
た
た
び
騒
い
だ
り
、
ち
ょ
っ
と
て
も
徒
党
を

く
も
う
も
の
た

b
戸
口
に
吊
し
て
中
ろ
う
!

わ
れ
わ
れ
の
す
る
こ
と
を
農
奴
ど
も
が
つ
べ
こ
べ
い
う
の
を
、
モ
白
ま
ま
に
し
て
お
け

と
ゼ
も
い
う
白
か
1

と
ん
で
も
た
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
自
分
の
も
の
を
も
っ
て
い
る
主
人
ゼ
、
自
分
が
よ
い
と
思
う
よ
う
に
そ
れ
を

利
用
す
る
の
だ
!
」
ク
?
?
リ
ー
は
こ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
宍
回
出
寸

E
E
4
E且
同
司
。
語
吋

[02・
叶
邑
司
同

2
5
E
n
g
E
i

目
。
旦
ω
[
以
下
叶
・
閏
・
ロ
・
と
略
]

4

0
「
同
戸
]
U
U

日叶印∞)。

農
民
の
あ
い
だ
か
ら
叫
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
を
攻
撃
す
る
声
は
、
闘
争
の
な
か
ゼ
再
三
聞
か
れ
た
。
ト

1
ニ
ー
の
い
う
主
う
に
、
ジ
ェ
ン

ト
ル
マ
ン
層
す
な
わ
ち
い
ず
エ

V

ト
リ
が
、
ヨ
l

T

V

以
上
貴
族
以
下
の
土
地
所
有
者
主
中
心
と
し

τ、
さ
ら
に
宮
裕
た
借
地
長
、
法
律

家
、
聖
職
者
、
医
師
、
宮
裕
社
商
人
た
ど
か

b
成
っ

τい
た
と
す
る
と
(
岡
田
・
吋
号
耳
切

d
H
呂
田

o
ご
宮
口
自
作
品

-
E
E
E
ヨ
E

同
S
E
E
R
目
E
0
9
E
S
国
民

PEmlA百円
mop-甲
山
肝
司
可
。
〉
、
グ
ロ
ウ
リ
ー
の
い
う
ど
ん
欲
な
連
中
も
、
ほ
と
ん
ど
と
の
ジ
ェ

7
4

グ
ヲ
イ
γ

Y

下
リ
に
属
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
農
民
白
攻
撃
の
的
と
な
ヲ
た
も
の
の
申
に
は
、
地
主
て
あ
る
と
同
時
に
法
律
家
で
あ
っ
た
も

の
が
多
い
が
、
こ
の
こ
と
は
、

o
t
y
ト
リ
が
ま
た
新
貴
族
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
か
れ
b
が
、
十
五
世
組
以
降
、
土
地
財
産
を
ふ

や
す
た
め
白
手
段
と
し
て
、
法
律
家
に
な
っ
て
訴
訟
を
利
用
し
て
き
た
成
上
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
成
上
っ
て

き
た
ジ
ー
ン
ト
ル
マ
ン
は
、
多
〈
の
ぼ
あ
い
、
治
安
判
事
を
は
じ
め
、
チ
ュ

1
グ
l
絶
対
王
制
の
地
方
官
吏
て
も
あ
っ
た
。
か
れ
ら
は
、



修
道
院
の
解
散
を
利
用
し
て
、
さ
ら
に
土
地
財
産
を
ふ
干
し
た
り
土
地
投
機
の
利
益
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
ま
た
本
利
益
の
た

め
に
は
、
地
代
を
つ
り
上
げ
た
り
、
農
民
全
士
地
か

b
追
出
し
て
牧
羊
困
込
み
を
お
己
な
う
こ
と
も
で
ふ
さ
た
の
で
あ
る
。

ω
固
込
み
を
開
放
さ
れ
た
ジ
ヨ
シ
・

7

一
フ
ヲ
デ
ュ
、
毛
1
3
1
の
ホ
パ
ー
ト
、
埼
舎
を
破
域
さ
れ
た
ジ
ョ
ン
・
コ

1
ベ
ジ
ト
は
、
み
な
法
律
家
で
あ

り
、
お
な
己
く
、
法
律
家
の
家
柄
に
属
す
る
ト
1

マ
ス
・
，
z
I
デ
ィ
吋
吉
田
E

D虫
色
吋
は
、
農
民
軍
の
と
り
こ
に
な
っ

t
(回
E
D
O戸
。
E
E
H

-
v
H
m
・)。

間
十
五
世
相
の
ノ
1

7
ァ
タ
で
は
、
土
地
財
産
を
ふ
や
す
た
め
の
訴
訟
抄
汰
が
た
え
な
か
っ
た
の
で
、
法
相
家
の
数
を
制
限
す
る
法
需
が
つ
く
ら
れ

た
ほ
ど
で
あ
る
。
パ
ス
ト
ン
家
や
ウ
4

ン
ダ
ム
試
は
、
十
王
世
相
を
通
じ
て
興
隆
し
た
ジ
品
ン
ト
ル
マ
ン
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
が
、
そ
り
興
隆
の

歴
且
は
、
訴
訟
抄
杭
ξ

き
り
は
な
せ
な
い
(
国
印
国

2
5
7
叶，
z
g
m
E
E
悶
白
血
呂
田
H
出
口
四
冨
ロ

P
E
E
n
u
n司
H
ヨ
日
・
』
巧
百
円
H
E
F

〉
司
自
出
回
目
吋
国
協
件
。
同
一
司

H
b口
l

山町田
F
E
u
p
n
F
M
U
U
H
)
。

同
開
五
四
人
か
ら
成
る
ノ
1

フ
ァ
ク
の
治
安
委
員
会
の
う
ち
、
四
六
人
が
、
と
の
地
方
の
ナ
イ
ト
お
よ
び
ジ
ょ
シ
ト
ル
マ
ン
で
あ
っ
た
(
回
E
E
R
。町

E
H
U
H
A
U・v
。

右
に
あ
げ
た
ジ
ェ

γ
ト
ル
マ

Y
の
具
体
例
は
、
農
民
軍
に
解
散
か
ん
命
じ
た
州
長
宵
の
す

1
・
ェ
ド
マ

γ
F
・
7
f
ン
グ
ム
の
ば
あ
い

に
み
b
h
る
(
国
』
・
4

司
百
戸
E
3
4
n
H
n『
呂
「
H
4〕
O

サ
イ
ン
グ
ム
出
家
白
出
家
系
を
た
ど
る
と
、
そ
の
先
祖
は
、
十
五
世
紀
初
期
の

/
H
Y
J
j
の
一
市
民
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
と
が
イ
き
る

o
L
か

L
、
ゥ
ィ
ン
グ
ム
家
は
一
四
三
六
年
に
二
つ
の
マ
ナ
ー
の
土
地
を
買

ろ
ま
て
、
土
地
財
産
を
全
く
も
た
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、

農
に
よ
っ
て
議
会
K
選
出
さ
出
、
結
婚
や
訴
罰
則
を
利
用
し
て
き
ら
に
括
判
的
を
ふ
や
し
、

Z
F
T
Y
F
D
代
に
、

一
四
三
九
年
に
は
、
ノ

1
7
ァ
ク
の
四

O
シ
リ

y
グ
自
由
保
有

一
四
八
三
年
に
治
安
判
事
と
た
り
、

一
四
八
七

年

rは
ナ
イ
ト
を
与
え

b
れ、

る
。
こ
の
問
、
一
時
国
王
に
土
地
を
設
収
さ
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
九
ン
リ
八
世
に
二
、
四
五

0
7
1
ク
を
支
払
っ
て
こ
れ
を
買
い
も

一
五
四
七
年
、

/
l
ア
ァ
ク
と
サ
フ
ァ
グ
の
州
長
官
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ

ど
し
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
白

H
く
つ
か
の
マ
ナ
ー
も
千
刊
誌
ン
ず
で
手
に
入
れ
て
い
介
。
ま
た
、
エ

F
マ
Y
F
の
代
に
は
、
六
二
八
ポ
ン
ド
一

「
ケ
ッ
ト
の
反
乱
」
に
つ
い
て

持
七

l
九
号

九
九

野
五
基

五



「
ケ
ッ
ト
の
反
乱
」

r
つ
い
て

第
七
十
九
号

問。。
第
五
春

五

0
シ
リ
ン
グ
を
支
払
っ
て
、
解
散
さ
れ
た
修
道
院
の
土
地
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
こ
う
し
て
十
宍
世
紅
白
中
頃
に
は
い
く
つ
か

白
マ
ナ
の
領
主
に
な
っ
て
い
た

D
で
あ
る
。
ま
た
、
ェ
ド
マ

Y
F
D
父
の
死
後
、
千
頭
白
羊
が
残
さ
れ
た
と
W
う
か
ら
、
そ
白
土
地

て
は
牧
羊
経
営
も
お
こ
左
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
札
る
。
ほ
か
に
、
ケ
y

ト
の
攻
撃
を
う
け
た
あ
る
ナ
イ
ト
の
ば
あ
い
も
、
相
当
の
牧

羊
経
営
士
し
て
い
た
と
与
え
、
二
千
頭
の
羊
を
農
民
軍
に
殺
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
(
可
己
-
R
F
品
自
門
司
泣
)
。

農
民
た
ち
の
手
て
間
込
み
地
を
開
放
さ
れ
た
ジ
ョ
ン
・

7
ラ
ワ
デ
ι

も
法
律
家
・
役
人
て
あ
わ
J

、
反
乱
の
前
年
江
、
ノ
1

7
ァ
ク
の

土
地
設
牧
官

(
O
R
F
B
H
C吋
)
を
つ
と
め
て
い
た
と
い
わ
れ
る
(
国

E
E
R
o唱
口
見
回
忌
)
。
ま
た
、
か
れ
は
、
一
五
五
八
年
比
レ
エ
グ

ー
伯
ロ
パ

l
ト
・
グ
ド
リ

l

(
鎮
圧
軍
の
指
揮
者
ウ
ナ
ペ
リ
ッ
ク
伯
の
息
子
)
の
ウ
ィ

Y
グ
ム
に
お
け
る
代
理
人
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る

か
ら
(
「
冨
同
0
7
問
。

H
Z
え
宮
号
室
F
司
日
ご
、
お
モ
ら
〈
、
ウ
ィ
ン
ダ
ム
に
あ
る
マ
ナ

l
D
土
地
の
経
営
あ
る
い
は
地
代
徴
収
権
を

ゆ
だ
ね
ら
れ

τい
た
と
考
え
ら
れ
る
叫
解
散
さ
れ
た
教
会
の
財
産
に
対
す
る
、
か
れ
と
他
の
較
区
民
と
の
態
度
の
ち
が
い
は
、
非
常
に

特
徴
的
て
あ
る
。

一
五
一
一
九
年
比
、
て
〈

l
ト
・
ケ
ッ
ト
を
は
じ
め
ウ
ィ
モ
ン
ダ
ム
の
教
区
民
は
、
解
散
さ
れ
た
教
会
の
建
物
全
国
王

か
LJ
買
い
も
ど
し
て
維
持
し
よ
う
と
し
た
が
、

7
一
フ
ワ
デ
ュ
は
、
乙
の
建
物
士
こ
わ
し
て
屋
根
の
鉛
板
や
鐘
を
も
ち
去
り
、
教
区
民
の

憤
激
を
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
〈
4

口

同

司

自
ω
)
。
マ
リ
ア
礼
拝
堂
が
鳩
舎
に
か
え
ら
れ
た
ば
あ
い
と
同
じ
く
、
己
こ
に
は
、
当
時
の

農
村
共
同
体
白
秩
序
や
悦
習
も
、
「
利
益
さ
え
あ
れ
ば
」
大
胆
に
破
壊
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
み
ら
れ
る
。

ω
農
民
に
攻
撃
さ
れ
た
ジ
4

ント
9
の
中
に
は
、
ク
ロ
ウ
9
1
の
い
う
大
借
地
農
、
ト
1

ニ
ー
の
い
う
富
裕
な
借
地
長
が
ふ
く
ま
れ
る
が
、
か
れ
ら

が
資
本
家
的
借
地
肢
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
つ
ま
り
、
か
れ
ら
の
も
と
に
賃
労
働
・
資
本
関
係
が
成
五
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
そ
の
経
営
内
容
が

不
明
で
あ
る
か
b
、
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ア
ラ
ソ
デ
ー
の
ば
あ
い
も
、
そ
の
農
業
お
よ
び
牧
羊
が
、
ど
ん
な
経
営
形
態
を
し
乙
っ
て
い
た
か
、

明
ら
か
で
な
い
が
、
領
主
の
代
理
人
と
い
う
ぱ
あ
い
、
む
し
ろ
土
地
と
地
代
徴
収
幅
を
賃
借
す
る
、
吉
岡
昭
彦
氏
の
い
わ
れ
る
「
給
借
地
農
」
の
よ

う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
(
吉
岡
昭
彦
『
イ
ギ

p
ス
絶
対
王
制
成
立
期
内
農
民
周
「
骨
解
」
』
福
島
大
学
『
商
学
論
集
』
餌
三
三
巻
揮



五
号
、
二
三
頁
以
下
V

農
民
軍
が
直
接
攻
撃
を
む
け
た
の
一
は
、
地
方
に
住
む
ジ
エ
ン
ト
リ
'
に
対
し
て
で
あ
っ
て
、
国
王
h
T
枢
密
院
に
対
し
て
は
む
し
ろ
信
頼

感
を
も
っ
て
い
た
が
、
客
観
的
に
は
、
4

シ
ュ
ン
ト
リ
の
頂
点
に
枢
儒
院
の
貴
族
た
ち
が
い
た
白
で
あ
る
。
修
道
院
の
解
散
が
も
た
ら
し

た
士
地
投
機
は
、
地
代
を
つ
り
上
げ
て
農
民
を
土
地
か
ら
追
出
す
過
程
を
は
平
め
た
が
、
年
額
二
百
ポ

y
ド
以
上
白
修
道
院
債
を
手
に

入
れ
た
人
の
中
に
ノ

l
フ
ァ
タ
公
平
ウ
ォ

U
ッ
ク
伯
が
い
た
(
国
〉
戸
田
島
町
口
寸
ZHUG-HEnE
同
日
宮
司
。
片
岡
国
m
-
Eハ
r
J
E
-
4
L
S
F

H

M

A

一回∞)ロ

の
て
あ
ジ
。
農
民
保
護
の
看
板
を
か
か
げ
た
サ
マ
セ
ッ
ト
パ
ー
で
さ
え
、
十
日
問
に
三
度
そ
の
持
主
を
か
え
る
ほ
ど
の
土
地
投
機
を
ゐ
己

一
五
四
六
年
に
ノ

l
フ
ァ
ク
公
が
失
脚
し
た
後
、

よ
り
下
層
の
ジ
ェ

Y

ト
リ
の
あ
い
だ
に
、
と
れ
ら
の
一
土
地
が
分
散
し
た

た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
(
同
・
同
・
寸
m
d
E
4・
』
岡
田
同
IHEM--BEO自

E
F
O
由
民
宮

O
E
F
n
o耳
目
予

E
H
F
-当
ω
巴
l
u
認
可

切
没
収
さ
れ
士
修
道
院
領
を
ま
ず
干
に
入
れ
た
の
は
、
貴
族
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
士
地
は
、
し
だ
い
に
よ
り
下
居
。
ジ
r

シト
D
の
手
に
う
つ

っ
た
と
お
も
わ
れ
る
ロ
牧
羊
聞
込
み
の
主
体
》
な
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
う
い
う
ジ
平
ン
ト
9
で
あ
っ

f
ょ
う
だ
。
レ
ス
ダ
I
U
ャ
の
制
を
あ
げ

る
と
、
一
四
八
五
年
か
ら
一
軍
五
O
年
ま
で
の
囲
込
面
積
の
う
ら
、
貴
族
が
一
一
て
一
%
、
修
道
院
(
一
五
三
九
年
宮
だ
〉
が
一
七
・
六
%
、
地
主

周

(
Z
E
R
R
n
q
)
が
六
七
・
五
%
を
占
め
て
い
た
(
耳
目
白
o島
E
P
E
E
3
目

F
E
n
g吉
田
E
品
目
E
0
9
H
U
H叶
ω
口
出
)
。

攻
撃
者
に
つ
い
て
み
よ
う
。
ク
ロ
ザ
リ
ノ

l
D
一
言
葉
に
よ
る
と
、
。
ェ

Y

ト
ル
マ
ン
は
、
農
民
が
豊
か
に
な
っ
て
身
の
ほ
ど
を
知
b
た

い
と
非
難
し
て
い
る
。
こ
れ
が
誇
張
さ
れ
た
表
現
て
あ
る
と
し
て
も
、
事
実
、
と
の
反
乱
の
指
導
者
た
ち
が
、
農
民
の
中
で
も
あ
る
程

度
の
富
と
地
位
を
も
ち
、
十
分
な
理
由
が
注
げ
れ
ば
、
現
に
う
け
て
い
る
利
益
を
危
険
に
さ
ら
す
よ
う
な
こ
と
は
考
え

b
れ
左
い
人
び

と
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る

(
4
口
同
町
色
町
)
。
ケ
ッ
ト
兄
弟
を
別
に
し
て
も
、
各
郡
を
代
表
し
て
州
会
を
構
成
し
た
人
び
と
は
、
ぜ

ン
ド

7
に
よ
る
と
、
そ
れ
そ
れ
白
地
域
て
地
位
あ
る
人
び
と
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
二
十
午
前
に
星
法
院
に
対
す
る
農
民
の
訴
訟
を

「
ケ
ッ
ト
の
反
凱
」
に
つ
い
て

第
七
十
九
号

四
O 

部
五
巻

五



「
ケ
ァ
ト
の
反
乱
」
に
つ
い
て

第
七
十
九
岩

V可
O 

第
五
巻

五
周

指
導
し
た
謄
本
保
有
農
、
ヤ
1
7
ス
の
箇
込
み
地
を
開
放
し
よ
う
と
し
た
在
め
し
草
屋
、
十
ウ
λ

v

ッ
プ
エ
臼

OE}H23ω
村
の
村
役

人
(
当

H
n
F
S
2
2
E『
12040)、
シ
ッ
プ
グ
ム
印

FH司
官
自
の
官
裕
た
家
族
の
一
員
と
推
定
さ
れ
る
人
な
ど
が
あ
げ

b
れ
て
い
る

(出
H
U

向。出
u

。u
・の
H

件
。
国
-
H
G
I
M
D
)

。

反
乱
の
指
導
者
と
な
っ
た
て
ハ

1
ト
・
ケ
ッ
ト
は
、
ウ
f
モ
ン
ダ
ム
の
人
の
た
め
に
皮
を
な
め
す
マ
ナ
!
の
権
利
を
も
っ
悲
め

L
平

屋
て
あ
り
、
そ
の
兄
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、
牧
畜
業
者
あ
る
い
は
肉
屋
と
い
わ
れ
、
同
時
に
絹
物
商
と

L
て
ウ
ィ

-
T
Y
ダ
ム
に
応
を
も
っ
て

い
た
(
「
再
開
2
7
昌

-
n
F
3
8
可
E
)

。
こ
の
よ
う
に
、
か
れ

b
は
、
手
工
業
者
な
い
し
商
人
て
あ
っ
た
が
、
年
代
記
作
者
の
語
る

と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
正
確
た
面
積
は
わ
か
ら
左
い
が
、
相
当
の
土
地
を
保
有
し
て
治
り
、
そ
れ
ぞ
れ
年
に
豆

O
ポ
Y
F
D
A
-
を
土
地
に

費
干
す
こ
と
が
で
き
、
千
マ
ー
ク
の
動
産
を
も
っ

τ
い
た
と
い
わ
れ
る
q
E
E
E・
4
2
?
]
u
s
-
-
「
冨
E

同
0
2・
8
・
2
F
H
U・
時
三
十

日
陛
結
末
か

b
十
五
世
紀
初
期
白
マ
ナ
ー
の
記
録
に
よ
る
と
、
ケ
ッ
ト
家
の
先
祖
は
農
択
で
あ
っ
た
と
み

b
れ
る
バ
ー
、
そ
の
後
百
年
、

十
五
世
相
末
か
ら
十
六
世
粗
初
期
に
か
け
て
白
記
録
に
は
、
「
ウ
ィ
時

Y
ダ
ム
白
主
た
る
土
地
所
有
者
」
と
よ
ば
れ
る
ジ
ョ

y
・
ナ
イ
ト

通
称
ケ
ッ
ト
旬
。
『
ロ
阿
国
司
聞
耳
巳
Eω

問
。
立
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
や
昌
同

o
F
4・
2
7
司・同日・
1
ケ
ッ
ト
出
家
と
フ
ラ
ワ
ヂ
ュ

家
と
の
反
日
は
、

一
五
一
二
年
に
死
ん
だ
こ
の
ジ
ョ

y
日
間
残
し
た
土
地
財
産
を
め
ぐ
っ
て
、
は
じ
ま
っ
た
よ
う
て
あ
る

(
E
E
S
Hア

】

曲

、~ノ。

て
ハ
!
ト
白
代
に
は
、
ウ
ォ
リ
ァ
グ
伯
か
ら
、
モ
の
三
つ
白
マ
ナ

l
白
壬
地
の
主
要
注
部
分
自
保
有
を
ゆ
る
さ
れ
て

い
た

(
E
E
下
回
叫
)
。
こ
の
よ
う
に
、
ケ
ァ
ト
家
は
、
農
奴
か
ら
出
発
し
、
土
地
を
ふ
や
し

τ農
村
D
O
ェ
Y
ト
ル
マ

V
に
成
長
し
つ

つ
あ
っ
た
富
裕
左
農
民
の
姿
を
示
し

τい
る
。
ロ
パ

l
F
自
身
も
聞
込
み
を
お
こ
な
い
、
農
民
の
攻
撃
を
誘
発
す
る
だ
け
の
要
因
を
も

っ
と
い
た
の
に
、
結
局
は
農
民
の
側
に
た
っ
て
、
ウ
一
方
リ
y

グ
伯
と
敵
味
方
の
関
係
に
な
っ
た
事
情
は
、
必
ず
し
も
明
白
て
は
な
同
。

か
り
に
フ
ラ
ワ
ヂ
ュ
家

ιケ
y

ト
家
と
の
、
土
地
財
産
を
め
ぐ
る
私
的
左
争
い
が
、
さ
ロ
か
け
と
な
っ
た
の
ぜ
あ
る
と
し
亡
も
、
農
民

モ
し
て
、



を
ケ
ッ
ト
家
と
の
争
い
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
フ
ヲ
ワ
デ
ュ
が
、
モ
の
企
て
に
失
版
し
、
か
え
っ

τ、
農
民
層
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
背
景

に
し
た
ケ
ッ
ト
が
、
自
分
の
開
込
み
を
放
棄
し
て
農
民
白
側
に
た
っ
た
と
き
、
両
家
の
私
的
な
争
加
は
、
も
は
平
私
的
な
も

ωて
な
く
、

階
級
闘
争
の
一
環
に
〈
み
こ
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
闘
争
の
中
て
、
一
方
は
、
絶
対
王
制
の
政
治
機
構
の
末
端
に
つ
な
が
る
筏
人
と

し
て
、
ま
た
反
農
民
的
地
主
勢
力
と
し
て
ぎ
民
に
攻
撃
さ
れ
、
他
万
は
、
ジ
ェ

y
ト
リ
に
成
長
し
つ
つ
あ
り
な
が

b
、
ま
だ
地
主
勢
力

に
入
り
き
れ
ず
、
農
民

b
よ
び
手
工
業
者
と
し
て
行
動
し
、
農
民
を
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ム
。

ゆ
-
三
九
七
年
、
「
領
主
の
農
奴
〈

Z
E
E
S
)
J
J
L
2
9
t
l
fケ
ッ
ト
な
ら
び
に
そ
り
息
子
ヒ
ュ
:
ケ
ッ
ト
は
、
キ
ン
グ

ス
ク
ロ
フ
ト
之
称
す
る
囲
込
み
地
に
あ
る
人

L
I
カ

1
に
相
当
す
る
自
由
保
有
地
を
・
購
入
し
た
」
(
「
宮
間

Z
F
。町

-
E
H
V
F
)。
こ
の

時
代
に
、
農
奴
と
し
て
、
自
由
保
有
地
を
陣
入
し
て
い
る
事
実
が
注
目
さ
れ
る
。
一
四

O
六
年
、
「
農
奴
の
血
筋
で
あ
る
(
宮
ロ
且
羽
田
ωロ
E
E
E
3

ヒ
ュ
ー
・
ケ
タ
ト
が
結
婚
の
許
可
を
得
る
た
め
一
時
金
十
二
ペ
ン
ス
を
支
払
う
」

(
U
E
唱

-
F
V

的
経
済
的
地
位
は
別
と
し
て
、
当
時
円
ケ
ァ
ト
家
自
身
分
は
、
ョ

1
マ
シ
に
近
か
っ
一
だ
と
お
も
わ
れ
る
。
ロ
パ

1
干
自
身
は
、
な
め

L
草
屋
と
よ
ば

れ
た
日
か
に
、
何
の
称
号
も
も
た
な
か
っ
た
が
、
か
れ
の
弟
や
息
子
り
代
、
つ
を
口
、
十
六
世
組
後
半
に
は
、
ケ
ッ
ト
家
に
ヨ

1
マ
ン
の
称
号
を
も

つ
も
の
が
出
て
く
る
(
「
冨
問
。

F
O喧
門

戸

吋

EH四日
0
・)。

国
間

L
・
M
・
ケ
フ
ト
に
よ
る
と
「
ロ
パ
ー
ト
・
ケ
ッ
ト
出
、
た
だ
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
個
人
的
損
害
は
全
く
う
け
て
い
な
か
っ

た
。
反
乱
に
加
わ
る
こ
と
は
、
ど
う
み
て
も
個
人
的
利
益
に
な
り
え
な
か
ヲ
士
。
」

(
E
5・
]γ

町
田
)
、
ポ
ヲ

1
ド
に
よ
る
左
、
「
ケ
ッ
ト
が
民
衆
に

同
情
し
た
心
か
、
を
た
は
、
か
れ
が
最
近
そ
の
列
に
加
わ
っ
た
土
地
所
有
ジ
£
シ
ト
9
に
対
す
る
好
み
よ
り
も
、
フ
ラ
ワ
ヂ
ュ
に
対
す
る
敵
意
白
方

が
強
か
っ
た
の
か

|
1回
送
み
に
反
対
す
る
運
動
に
身
を
技
じ
た
。
」

Q
E
E
E
o
p
E
F
ロ

u
H
V

マ
シ
デ
ル
・
グ
レ
イ
ト

y
v
E
E
o
-
-
Q
Oヤ

Z
Eロ
に
よ
る
と
、
ケ
ッ
ト
は
領
、
王
階
故
に
腐
し
て
い
た
が
、
た
だ
7
ラ
ワ
デ
ェ
が
掠
奪
し
た
教
会
に
、
ケ
フ
ト
家
出
所
属
し
て
い
た
と
い
う
「
偶

然
に
よ
ヲ
て
人
民
の
側
に
た
ヲ

t
」
(
口

Z
回・

4
巳
阿
戸
商
・
叶
中
立
・
)
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

ω
修
道
院
領
の
マ
占
7
1
を
買
っ
て
聞
込
ん
だ
サ
セ
ク
タ
ス
の
あ
る
エ
ス
ク
ワ
イ
ア
の
つ
ぎ
の
言
葉
は
、
当
時
の
ジ
品
ン
ト
ル
マ
ン
の
反
農
民
的
性
格

を
、
は
っ
き
り
示
し
て
い
る
。
「
国
王
陛
下
が
僧
侶
や
修
道
+
一
や
尼
僧
白
家
屋
を
す
べ
て
と
り
お
さ
え
ら
れ
た
の
を
知
ら
な
い
の
か
C

F

」
ん
ど
は
、

「
ケ
ッ
ト
の
反
乱
」
に
つ

M
て

第
七
十
九
号

四

O
三

第
五
巻

主z
Ii 



「
ケ
ッ
ト
の
反
乱
」
に
つ
い
そ

第
七
十
九
号

因
。
四

第
五
巻

五
六

陛
下
に
代
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
ジ
Z

ン
ト
ル
マ
V

が
、
お
ま
え
た
わ
O
よ
う
な
貧
乏
人
ど
も
の
家
を
と
り
こ
わ
す
署
が
ま
わ
っ
て
き
た
の
だ
」
と

(
4・

開
口

4
0「
F
H
Vロ・

M
N
I
M
-
)

。

同
そ
の
後
、
一
五
七
一
年
に
、
ロ
パ
I

F
の
息
子
、
ゥ
，
q
p
ア
ム
・
ケ
ッ
ト
は
、
サ
1

・品川
p

マ
シ
ド
・
ウ
4

シ
ダ
ム
の
息
子
ロ
ジ
ャ
ー
・
ウ
ィ
ン

ダ
ム
同
o
四
百
巧
可
ロ
《
呂
田
出
の
ベ
イ
D
7
と
し
て
、
ロ
ジ
ャ
ー
と
一
緒
に
な
っ
て
そ
り
土
地
の
謄
本
館
有
農
か
ら
土
地
を
と
り
上
げ
、
ぞ
れ
を
自
分

の
借
地
に
し
た
u

こ
の
ば
あ
い
は
、
ゆ
め
き
ら
か
に
、
地
主
勢
力
の
側
に
つ
い
て
、
良
氏
に
む
か
っ
て
い
た
と
い
え
る
(
同
』

F

当
『
ロ
品
目
白
F

。
町

-
n
H
?】
U
H
U
H
-
申
l
H
U
E
)

。

富
裕
な
農
民
の
指
導
白
も
と
に
、
闘
争
白
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
た
主
力
は
、
農
村
に
お
け
る
一
般
農
民
層
と
、
手
工
業
者
を
中
心
と

ず
る
都
市
平
民
と
か

b
形
成
さ
れ
た
。
一
万
六
千
な
い
し
一
一
万
人
白
部
隊
が
動
員
さ
れ
た
と
い
う
己
と
は
、
治
そ
ら
く
、
郡
の
代
表
を
お

く
ら
な
か
っ
た
西
南
部
を
の
ぞ
い

τ、
ノ

l
フ
ァ
ク
の
ほ
と
ん
ど
す
べ

τの
民
衆
が
た
ち
上
っ
た
己
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ケ
ッ

ト
白
よ
う
に
、
土
地
を
ふ
や
し
て
農
か
に
な
っ
た
農
民
が
い
た
と
い
う
己
と
は
、
他
の
半
面
に
お
い
て
、
保
有
地
白
せ
ま
い
小
農
民
や

小
屋
住
農
の
広
汎
な
存
在
を
予
想
さ
せ
る
の
て
あ
る
が
リ
入
会
地
の
聞
込
み
に
上
っ
て
も
っ
と
も
大
古
在
被
害
を
う
け
た
か
れ

b
己
モ
、

当
然
、
闘
争
の
も
っ
と
も
強
い
カ
と
な
っ
た
て
あ
ろ
う
。
と
己
ろ
で
、
農
村
伊
蜂
起
と
呼
応
し
て
、
ノ

l
H
J
Z、ャ
l
マ
ス
の
よ
う

な
都
市
の
内
部
て
も
蜂
起
が
企
て
ら
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
反
乱
に
加
わ
っ
た
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
職
業

別
人
数
士
み
る
と
、
農
民
十
七
人
、
肉
屋
七
人
、
仕
立
屋
囚
人
、
な
め
し
革
屋
二
人
、
漁
夫
三
人
、
粉
屋
二
人
、
桶
屋
二
人
、
靴
屋
二

人
、
労
働
者
二
人
、
以
下
、
宿
屋
、
石
工
、
パ
ン
焼
職
、
舷
頭
、
帽
子
職
、
絹
物
商
、
ね
ず
み
捕
り
が
一
人
ず
っ
と
い
う
よ
う
に
、
農

民
と
な

b
ん
で
、
手
工
業
者
士
は
じ
め
都
市
的
要
素
が
相
当
の
比
重
を
占
め
て
い
る
例
が
あ
る
宙
旨
皆
戸
石
口
仲
唱
・
包
)
。
国
主
に

提
出
さ
れ
た
請
願
書
(
後
述
)
陀
は
、
手
工
業
者
平
小
商
人
か
ら
成
る
都
市
平
民
の
独
自
な
要
求
は
反
映
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
都
市

の
蜂
起
が
、
都
市
に
あ
る
も
と
の
入
会
地
叶
。
d
q
ロ
ロ
宮
田
を
開
放
し
主
う
と
し
た
こ
と
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
か
れ
ら
の
行
動
は
、



農
民
の
反
囲
込
み
闘
争
と
同
じ
怯
格
を
も
っ
て
い
た
の
て
あ
る
。
ま
た
、
当
時
、
都
市
支
配
者
層
に
主
る
ギ
ル

F
D
抑
圧
は
、
手
工
業

者
を
都
市
か
ら
農
村
へ
追
い
h
T
り
つ
つ
あ
っ
た
し
、
農
村
ゼ
農
民
白
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
層
は
、
ま
た
同
時
に
都
市

ル
ギ

1
は
、
農
民
と
都
市
平
氏
白
同
盟
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

支
配
者
層
て
も
あ
っ
た
か
ら
、
農
民
と
手
工
業
者
は
、
い
わ
ば
共
通
の
敵
に
む
か
っ
て
い
た
の
て
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
反
乱
の
Z

ネ

同

ノ

1
プ
ァ
ク
り
フ
ォ

1

シ
セ
ッ
ト

Q
0
5
8
1
)
マ
ナ
ー
を
例
に
と
る
と
、
一
宜
六
五
年
の
土
地
保
有
者
一
七
五
人
の
な
か
に
は
、
十
五
世
紅
白

終
り
頃
よ
り
謄
本
保
有
地
を
す
こ
し
ず
つ
菩
精
L
て
農
村
の
ジ
ェ

U

ト
D
に
か
ぞ
え
ら
れ
る
よ
ラ
に
な
っ
士
も
の
が
若
干
み
、
ら
れ
(
一

0
0
エ
ー
カ

ー
以
上
の
保
有
者
が
二
人
)
、
他
方
、
主
エ
ー
カ
ー
以
下
の
保
有
者
が
七
九
人
で
全
体
の
凹
五
・
一
%
、
一

O
エ
ー
カ
ー
以
下
の
保
有
者
は
六
四
%

を
占
め
て
い
た
(
円
ロ
ロ

ω4efop-U02也
叶
『

O
開

B
目
。
日
目
白

0
4
0
E切目
O
E
E
h
r
z日
向
。
田
宮

m
Eロ
岡
沼
話
回
円
山
田
司
同
)
。
た
だ
こ
の
ば
あ
い
、

夜
営
面
が
明
ら
か
で
な
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
保
有
地
の
分
化
だ
け
で
は
、
農
業
に
お
け
る
賃
労
働
・
資
本
関
係
の
形
成
を
説
明
す
る
己
と
は
で
き

な
い
。
む
し
ろ
、
「
ケ
ッ
ト
の
反
抗
」
か
ら
十
数
年
た
っ
て
、
ま
だ
こ
の
よ
う
に
多
数
の
小
土
地
保
有
農
民
が
存
在
し
て
い
た
こ
之
口
、
農
民
か
ら

の
士
地
と
り
上
げ
|
l
土
訓
清
掃
に
対
す
る
、
民
民
の
抵
抗
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
小
土
地
保
有

長
ゃ
小
屋
住
農
が
、
そ
の
生
活
を
あ
る
程
度
賃
労
働
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ろ
う
こ
と
は
想
体
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
一
五
三
回
|
|

五
年
目
レ
ス
ダ
1

シ
セ
の
倒
で
は
、
課
税
の
対
象
L

と
な
っ
た
人
数
の
う
ち
、
二
二
%
が
賃
金
に
謀
税
さ
れ
、
し
か
も
、
地
主
に
よ
る
牧
羊
囲
込
み
の

は
げ
し
か
っ
た
と
こ
ろ
ほ
ど
、
こ
の
割
合
が
高
か
っ
た
(
出
。

ω
Eロ
ωも】
γ
E
F
町
】
N

P

)
ロ

農

民

屑

の

要

求

農
民
層
が
何
色
攻
撃
し
何
主
要
求
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
農
民
軍
が
ノ
リ
ッ
ジ
へ
む
か
う
途
中
ゼ
明

b
か
に
し
た
「
反
乱
者
の

苦
情
」
(
口
E
3
0
P
E
E
O
B
。
ご
宮
足
。
1
P
3
M
M叩
i
N
凶
ご
と
マ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
て
つ
く
ら
れ
た
国
王
に
対
す
る
「
請
願
書
」

巴・

3
・
日
仏
下
回
己
・
)
と
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
ケ
ッ
ト
の
反
凱
」
に
つ
い
て

車
七
十
九
号

(開・開・

凹

C
五

部
一
泊
巻

主

七



「
ケ
ァ
ト
り
反
乱
」
に
つ
い
て

第
七

t
九
号

目
。
六

第
五
悲

五
J'、

「
+
一
同
情
」
は
、
農
民
の
土
地
保
有
が
不
安
定
在
状
態
に
あ
る
こ
と
を
訴
え
、
入
会
地
咋
共
同
放
牧
地
の
困
込
み
主
非
難
す
る
。

地
の
保
有
は
、
す
べ
て
沿
え
b
方
の
思
う
ま
ま
で
」
、
寸
こ
れ
b
ど
ん
欲
な
J
J

ェ
ン
ト
ル
マ

γ
の
誰
か
を
怒
b
寸
ょ
う
も
り
な
ら
、
た
ち
「

斗

ど
こ
ろ
に
モ
白
男
は
追
放
さ
れ
、
財
産
を
う
ば
わ
れ
」
る
。

「
先
祖
が
わ
れ
わ
れ
心
苦
し
み
を
へ

b
す
た
め
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
子
供

た
ち
の
た
め
に
残
し
℃
h
d
h

て
く
れ
た
共
同
放
牧
地
が
う
は
わ
れ
、
父
祖
の
代
に
共
有
て
あ
ヲ
た
土
地
に
溝
が
ほ
ら
れ
、
垣
が
め
ぐ

b

さ
れ
、
札
制
さ
れ
て
い
る
。
放
牧
地
は
圏
込
ま
れ
、
わ
れ
わ
れ
は
し
め
出
さ
れ
る
。
」
さ
ら
に
、
同
じ
人
聞
で
あ
り
φ

な
が
ら
、
一
方
で

は
雑
草
平
木
の
棋
を
食
べ

τい
る
の
に
、
他
方
て
は
ど
ん
欲
な
暮
し
を
し
て
い
る
と
い
う
不
平
等
主
攻
撃
し
、
己
ん
な
極
端
な
状
態
に

な
っ
た
か

b
に
は
、
「
垣
を
ひ
き
た
お
し
、
識
を
埋
め
、
誰
て
も
共
同
放
牧
地
に
入
れ
る
道
を
つ
く
ろ
う
」
、
か
れ

b
が
「
聞
込
ん
だ
土

「
わ
れ
わ
れ
は
自
由
を
欲
し
、
方
物
の
無
差
別
(
ま
た
は
平
等
な
)
利
用
を

地
を
み
ん
た
の
も
の
に
し
よ
う
」
と
行
動
を
よ
び
か
け

依
す
る
一
と
宣
言
し
た
。
こ
れ
に
く
ら
べ
る
と
、
「
請
問
書
」
は
調
子
が
沿
だ
や
か
に
な
る
と
同
時
に
、
も
ヮ
と
広
汎
な
要
求
を
具
体

的
に
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
を
要
約
し
て
整
理
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
念
品
日

↓
、
農
業
上
白
要
求
(
一
部
漁
民
白
要
求
を
ふ
く
む
)

〔
聞
込
み
に
つ
い
て
〕

1
、
十
フ
ラ
ン
の
土
地
を
問
聞
込
ん
だ
人
び
と
は
、
高
い
費
用
を
か
け
て
い
る
か

b
、
囲
込
み
立
法
で
か
れ
ら
に
損
害
を
あ
た
え
左
い
こ

と
、
そ
し
て
今
後
は
こ
れ
以
上
聞
込
み
を
し
た
い
己
と
。

フ

ア

イ

d

〔
地
代
、
一
時
金
投
ど
に
つ
い
て
〕

2
、
マ
ナ
ー
の
領
主
が
負
担
す
べ
き
地
代
を
自
由
保
有
且
障
に
支
払
わ
せ
る
白
は

E
し
く
な
い
。

5
、
葦
地
、
牧
草
地
を
九

Y
H
七
世
第
一
年
(
す
な
わ
ち
一
日
八
五
年
)
の
価
格
に
す
る
こ
と
。



6
、
国
王
陛
下
か

b
保
有
を
う
け
亡
い
る
沼
地
は
、
す
べ
て
ん

y
p
七
世
第
一
年
の
佃
格
に
す
る
と
と
。

ー

ド

匂

テ

テ

ン

ト

9
、
領
主
が
支
払
う
べ
き
地
代
は
、
農
民
が
支
払
う
の
で
な
く
領
主
が
ベ
イ
リ
7
に
支
払
う
9

へ
き
こ
と
。

日
、
謄
本
保
有
地
の
法
外
な
地
代
を
九
ン
リ
七
世
第
一
年
の
状
態
に
も
ど
す
こ
と
、
農
民
が
死
ん
だ
り
土
地
主
売
っ
た
り
す
る
時
に
は
、

ヲ

ア

イ

ン

去
勢
鶏
と
か
、
高
く
な
い
額
心
、
ら
く
に
払
え
る
一
時
金
を
そ
の
土
地
に
課
す
る
こ
と
。

幻
、
マ
ナ
ー
の
領
主
が
気
ま
ま
に
土
地
士
買
い
、
そ
れ
を
ふ
た
た
び
貸
付
け

τ大
さ
な
利
益
を
あ
げ
、
品
目
民
を
破
誠
吉
宮
る
白
は
法
陀

反
す
る
。

泊
、
自
分
の
マ
ナ
ー
を
も
っ

τ
い
る
人
が
、
他
の
領
主
の
ベ
イ
リ
フ
に
な
ら
な
い
己
と
。

〔
入
会
地

B
E
E
Qロ
ω
の
放
牧
に
つ
い
て
〕

2
、
マ
ナ
ー
の
領
主
は
入
会
地
て
放
牧
し
た
い
こ
と
。

日
、
自
由
保
有
農
と
謄
本
保
有
農
が
入
会
地
て
放
牧
し
て
利
指
を
あ
げ
得
る
こ
と
、
領
主
は
入
会
地
て
放
牧
し
て
は
な
b
な
い
。

目
、
誰
て
も
入
会
地
を
利
用
し
て
利
益
を
あ
げ
る
己
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

州
出
、
貴
族
、
ヲ
イ
ト
、
エ
ス
グ
ワ
イ
ア
、
ジ
ェ
ン
l

ル
マ
ン
て
土
地
か

b
の
年
収
が
日

0
ポ
ン
ド
あ
る
も
の
は
、
家
族
白
食
糧
用
以
一
外

に
牡
牛
山
、
羊
を
飼
養
し
な
い
こ
と
。

" モ
白

イ也
、-1

7
、
主
園
内
白
プ
y

シ
4

ル
士
一
定
の
慕
準
つ
ま
り
J

八
ガ
ロ
ン
に
し
て
ほ
し
い
「
。

日
、
ナ
イ
ト
ま
た
は
エ
入
グ
γ
イ
ア
以
下
の
も
の
は
、
誰
も
止
日
か
ら
の
慣
期
間
以
外
に
鳩
舎
を
つ
く
ら
L

な
い
こ
と
。

目
、
神
が
貴
重
な
血
を
流
し
℃
万
人
を
解
放
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
す
べ
て
の
農
奴
は
解
放
さ
れ
る
己
と
。

「
ケ
ァ
ト
O
反
乱
」
に
つ
い
て

第
七
十
九
号

四

O
七

揮
五
巻

五
九



「
ケ
ジ
ト
の
反
乱
」
に
つ
い
て

第
七
十
九
号

四

O
入

第
五
巻

O 

口
、
漁
業
と
通
行
の
た
め
の
河
川
D
自
由
な
利
用
。

問
、
貧
し
い
漁
夫
や
水
夫
が
、
い
る
か
、
し
ゃ
ち
、
鯨
な
ど
の
利
益
を
全
部
手
に
入
れ
得
る
こ
と
。

ぉ
、
〔
欠
〕
以
下
む
も
の
は
、
自
由
保
有
地
や
謄
本
保
有
地
て
、
相
を
設
け
ず
に
兎
を
飼
っ
て
は
い
け
た
い
。

二
、
役
人
に
対
す
る
要
求

口
、
同
0
0
品
問
〕
可

〔
後
見
裁
判
所
の
州
代
表
)
が
そ
む
職
を
利
用
し
て
誰
か
の
相
談
相
手
に
な
る
べ
き
て
は
な
い
。
良
心
あ
る
人
が
毎
年

庶
民
に
よ
ヲ
て
還
問
さ
れ
る
己
と
。

目
、
年
四

O
ポ

V
F
以
上
の
陛
下
の
土
地
を
保
有
し
た
い
限
わ
J

、

土
地
設
収
官
や
甘
。
{
目
白
弓
ー
に
上
る
土
地
財
産
自
調
査
を
要
求
さ
れ

る
べ
き
で
は
怠
い
。

μ
、
誰
も
児
宜
を
後
見
す
る
権
利
を
亮
ヲ
て
は
な
ら
な
い
、
児
京
が
成
年
に
な
れ
ば
結
婚
怯
自
分
て
え
b
ぷ
己
と
、
た
だ
し
国
王
の
後

見
の
み
は
例
外
。

幻
、
へ
ン
H
J
七
世
第
一
年
以
降
w

治
安
判
事
、
州
長
官
、
土
地
設
収
官
そ
の
他
の
役
人
に
よ
っ
て
、
立
派
な
法
律
、
法
令
、
布
告
が
、

会
し
い
庶
民
に
対
し
亡
か
く
さ
れ

τい
た
、
こ
れ
を
あ
ら
た
め
る
た
め
、
貧
し
い
庶
民
が
え
ら
ん
だ
委
員
ま
た
は
陛
下
と
陛
下
の
顧

問
官
が
任
命
し
た
委
員
に
特
許
状
と
権
威
主
あ
た
え
る
こ
と
。

却
、
陛
下
と
陛
下
D
庶
民
主
立
腹
さ
せ
た
役
人
は
、
こ
己
に
集
ま
っ
た
貧
し
い
庶
民
に
一
日
四
ベ

Y

ス
を
支
払
う
己
と
。

三
、
僧
侶
に
対
す
る
要
求

4
、
僧
伯
は
土
地
を
買
わ
た
い
こ
と
、
今
所
有
し
亡
い
る
土
地
は
俗
人
に
貸
出
す
こ
と
。

8
、
教
区
民
に
説
教
の
で
き
な
い
教
区
牧
師
は
僧
職
か

b
の
ぞ
き
、
別
白
人
を
え
b
ぷ
己
と
。



目
、
僧
侶
は
高
官
D
h
z
抱
え
に
な

b
ず
教
区
民
に
神
白
わ
き
て
を
説
く
こ
と
。

初
、
年
十
五
ポ

Y
F
以
上
の
僧
禄
を
う
け
て
い
る
教
区
牧
師
は
、
教
義
問
答
ゃ
祈
醇
書
士
教
区
の
子
供
に
教
え
る
己
と
。

幻
、
財
産
白
あ
る
教
区
牧
師
は
、
貧
し
い
教
区
民
と
の
紛
争
を
さ
げ
る
た
め
、
ノ
プ
ル
貸
八
ペ
ン
ス
の
支
払
い
を
も
っ
て
、
現
在
受

取
っ
て
い
る
十
分
の
一
税
金
部
が
払
い
こ
ま
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

ω
ソ
ゲ
品
ト
の
歴
且
家
セ
ミ
ヨ
ノ
フ
は
、
「
苦
情
」
を
、
も
っ
と
も
貧
し
い
農
民
層
の
要
求
と
み
て
い
る

(
4
4

司
問
。
目
石
田
043
ロ
E
n
E
n
z
o

pwm
冨
H
H
Z
E
-
Z
E
-
出
。
己
Eu
巴
日
目
・
印
山
田
辺
)
。
そ
う
す
る
と
、
「
苦
情
」
か
ら
「
請
願
書
」
へ
の
変
抱
は
、
農
民
軍
の
勢
力
引
拡
大
し
た
柑
果
、

宮
裕
な
農
民
の
指
導
之
影
響
の
も
と
に
、
全
農
民
居
の
要
求
が
ま
主
め
ら
れ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

州
刷
各
項
目
の
林
寺
は
、
「
罰
願
書
L

に
記
さ
れ
た
順
序
を
一
市
す
ロ
な
お
、
第
一
一
六
四
の
意
味
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
げ
な
か
っ
た
が
、
原
文
は

つ
f
D
通
り
で
あ
る
。
君
。

HUE

〕ユE
片
岡
。

E
E
同
旦
間
存
回
日
開
。
旦
-oEP凶
mF凶
H
H
E
4
0
。
ユ
昇
。

E
皆同
E

E可
晶
肖

R
E
H
司
自
目
。
音
ロ

ω
日
旦
-oJ言
旦
-
円
。
且
-
t
F凶
の
『
宮
口
F
。自の
O
Eロ
ハ
目
。
支
払
い
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

G
E
E
-
o巧
司
ハ
回
目
己
は
、
掠
を
サ
る
軍
役
奉
仕
義
務
。

金
制
枯
台
れ
た
も
の
、

E
ω
E
M
F
世
耳
目
は
設
で
支
払
う
地
代
、

o四
日

E
ロ
血
の
支
払
い
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
、
い
ず
れ
も
、
下
級
飼
主

の
上
級
組
主
ま
た
は
園
王
に
対
す
る
支
払
義
務
と
思
わ
れ
ゐ
。

ω
こ
の
項
目
は
、
表
現
の
し
か
た
ま
で
、
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
の
、
農
民
叩
十
二
ケ
条
り
耳
三
条
に
酷
似
し
て
い
る
(
エ
シ

F
ル
ス
『
ド
イ
ツ
農
民
戦

争
』
岩
波
文
原
、
大
内
力
訳
、
二
一

O

二
一
一
頁
)
。
し
た
が
っ
て
、
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
が
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
に
も
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
た
こ
と
を

み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
ロ

右
の
各
項
目
の
中
に
は
僧
侶
に
対
す
る
要
求
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
れ
も
宗
教
内
容
に
た
ち
い
る
も
の
で
は
た
い
。
し
た
が
っ
て
、

己
白
反
乱
が
、
「
恩
溜
の
巡
礼
」
や
同
じ
年
の
西
部
の
反
酢
と
ち
が
ヲ
て
、
宗
教
改
革
に
反
対
ナ
る
運
動
と
い
う
か
た
ち
を
ま
と
っ
一
て

い
な
か
っ
た
こ
と
は
朗
ら
か
で
あ
る
。

(5) 

こ
れ
は
、
デ
グ
オ
ン
や
コ

1

ン
ウ
オ
ー
ル
に
お
こ
っ
た
も
の
で
、

一
主
四
九
年
に
採
用
さ
れ
た
新
し
い
祈
静
香
の
強
制
に
反
対
し
た
。
こ
の
反
乱

「
ケ
ッ
ト
の
反
乱
」
に
つ
い
て

第
七
斗
九
巻

凹

O
九

耳
五
号

ノ、



「
ケ
ッ
ト
の
反
配
」
に
つ
い
て

第
七
中
九
巻

回

。
揮
五
号

を
指
導
し
た
の
は
、
農
村
の
ジ
ヰ
ン
ト
ル
マ
ン
、
都
市
の
上
流
市
民
、
僧
侶
で
あ
っ
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
し
乙
な
っ
た
大
品
開
は
農
民
で
あ
っ
た
(
司
。
-
H
B

m円且・。司・
n
H
F
咽
出
回
目
I
J
M国
)

役
人
陀
対
す
る
要
求
に
は
、
農
民
が
チ
ュ

l
グ
l
絶
対
王
制
に
対
し
て
抱
h
て
い
た
信
頼
あ
る
い
は
幻
想
と
、
そ
の
政
府
の
政
治
機

構
に
つ
な
が
る
地
方
官
吏
に
対
す
る
憎
し
与
と
が
同
時
に
あ

b
わ
れ
て
い
る
。
「
治
安
判
事
、
州
長
官
、
土
地
設
収
官
そ
の
他
陛
下
の

侵
入
」
モ
の
も
の
が
、
貴
族
、
ナ
イ
ト
、
ジ
正

Y
ト
ル
マ

Y
な
ど
の
土
地
所
有
階
級
に
よ
っ
て
占
め

b
れ
て
い
た
白
て
あ
る
か
ら
、
十

マ
セ
ッ
ト
去
の
任
命
し
た
因
込
み
調
査
委
員
会
が
活
動
し
な
か
っ
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
、
か
れ
ら
は
、
自
分
た
ち
の
利
益

を
は
か
る
た
め
に
、
後
見
裁
判
所
を
は
じ
め
絶
対
王
制
の
機
構
を
積
極
的
に
利
用
し
て
h
た
白
て
あ
ワ
イ
フ
役
人
に
対
ナ
る
要
求
は
、

農
業
上
白
要
求
と
同
じ
対
象
に
む
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ゆ
後
見
裁
判
所
の
ヨ
ー
グ
シ
ャ
の
一
一
世
人
は
、
あ
る
売
人
に
苧
釈
を
書
い
て
、
彼

t
D
娘
を
後
見
す
る
権
利
を
手
に
入
れ
た
か
ら
、
今
後
、
勝
手
に
根

の
結
婚
約
束
を
す
る
な
と
述
べ
、
た
だ
し
、
合
理
的
な
価
持
で
そ
の
陣
羽
を
設
技
す
る
用
意
が
あ
る
と
附
加
え
た

(H・田口
E
S
E
p
n
o吋
E
宮
古
ロ

mw
ロ
品
開

O
H
R
E
E己
保
日
開

p
g旦
4
H
E
H且
冨
MW品
、
司
官
何
回

E
E
o
E
君
"
白
血

ω宮
町
司
自
国
回
一
回
出
品
出
百
件
。
】
ロ

B
H
悶

0
4
5
4
3
E
P
E
S
-

-u

巴
・
)
。
ま

t
、
ラ
テ
ィ
マ

1HLMWHH目
白
は
、
一
五
回
九
年
三
月
の
説
教
で
、
「
子
棋
を
結
婚
さ
せ
る
後
見
の
権
利
を
盗
み
と
る
と
い
う
話
が
あ

る
ロ
こ
れ
は
脊
捗
な
盗
み
だ
。
し
か
し
、
か
れ
ら
が
盗
む
の
は
、
後
見
の
権
利
で
は
な
く
て
土
地
な
の
だ
」
と
い
っ
て
い
る

(
B
E田
町
ぉ
・
〕
。

農
業
上
白
要
求
は
数
多
吹
か
、
地
代
・
一
時
金
の
軽
減
と
入
会
地
利
用
権
白
確
保
が
中
心
に
た
っ
て
い
る
工
う
で
あ
る
。
十
五
世
紀

に
は
貨
幣
地
代
が
一
般
的
に
成
立
し
て
い
た
が
、
農
民
が
「
へ

y
u七
位
第
一
年
」
の
地
代
位
も
と
す
上
う
に
要
求
し
て
い
る
の
は
、

当
時
の
貨
幣
地
代
が
、
農
民
の
手
も
と
に
剰
余
労
働
部
分
を
確
保
し
、
農
民
自
身
の
イ
ェ
?
?
テ
ィ
ず
で
商
品
生
産
を
推
進
す
る
可
能

性
を
あ
た
え
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
づ
ま
り
、
こ
の
可
能
性
は
、
封
建
地
代
の
解
消
形
態
と
し
て
の
貨
幣
地
代
が
土
地
を
自
由

な
農
民
の
所
右
に
か
え
る
方
向
て
解
消
さ
れ
る
可
前
性
ゼ
あ
っ
た
。
農
民
側
の
こ
の
よ
う
え
な
勤
告
を
前
提
と
し
て
地
主
階
級
白
対
応
が



は
じ
ま
?
た
の
で
あ
る
ひ
か
れ
ら
は
マ
ナ
ー
の
慣
習
を
無
視
し
て
も
地
代
平
一
時
金
を
つ
り
上
げ
、
そ
う
す
る
と
と
に
よ
っ
で
、
貨
幣

価
値
の
下
落
に
よ
る
損
害
を
農
民
へ
転
嫁
し
た
の
で
あ
る
。
白
み
た
ら
ず
、
毛
織
物
業
の
発
展
に
と
も
な
う
羊
毛
需
要
の
増
大
に
刺
戟

さ
れ
た
牧
羊
経
営
は
、
土
地
所
有
者
に
対
し
て
、
農
民
追
放
の
積
極
的
た
根
拠
を
あ
た
え
た
。
解
散
さ
れ
た
修
道
院
領
が
売
買
、
贈
与

さ
れ
る
過
程
は
、
こ
う
し
た
動
き
に
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
た
。
農
民
の
土
地
保
有
権
は
不
安
定
に
な
り
、
入
会
地
の
利
用
権
は
治
び
ゃ

か
さ
れ
た
。
大
多
数
の
農
民
に
と
っ
て
、
入
会
地
は
、
牧
草
地
と

L
τ
も
家
畜
白
放
牧
地
と
し
℃
も
、
農
民
経
営
を
維
持
す
る
必
要
不

可
欠
白
部
分
ゼ
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
う
ば
わ
れ
る
己
と
は
農
民
経
営
白
破
械
を
意
味
し
た
。
こ
う
し
ず
し
、
土
地
所
有
者
が
、
農

民
か

b
土
地
を
と
り
上
げ
た
あ
と
ゼ
、
自
ら
牧
羊
経
営
を
行
う
か
、
モ
れ
と
も
高
h
地
代
を
支
払
う
こ
と
の
で
き
る
借
地
農
に
貸
付
け

る
か
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
結
果
は
農
民
追
放
に
も
と
づ
い
て
封
建
地
代
を
解
消
さ
す
ο方
向
を
指
向
し
て
り
白
。
し
た
が
ヮ
て
、
農

民
の
要
求
の
中
心
は
、
事
実
上
、
農
民
に
よ
る
自
由
な
士
地
の
所
有
に
あ
り
、
農
民
の
攻
撃
の
中
心
は
、
資
本
関
係
の
前
提
条
件
を
う

み
出
す
た
め
に
、
農
民
を
土
地
か
ら
切
り
離
そ
う
と
す
る
地
主
的
「
土
地
清
掃
」
止
対
し
て
む
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
が
、

マ
ナ
ー
の
慣
習
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
己
の
一
闘
争
が
反
動
的
で
あ
っ
た
と
は
い
え
た
同
o
農
民
が
慣

習
に
た
よ
っ
て
共
同
体
的
諸
権
利
を
ま
も
る
の
は
、
農
民
経
営
モ
白
も
白
土
破
壊
か

b
ふ
せ
ぐ
た
め
で
あ
つ
で
、
封
建
的
搾
取
の
復
活

強

化

主

の

ぞ

ん

て

い

る

の

て

社

い

こ

と

は

明

白

で

あ

る

。

ト

l
z
l
の
解
釈
に
し
た
が
う
と

第
一
項

ω聞
込
み
に
関
す
る
要
求
は
、

(

戸

肘

-
F
司
ピ
F

ロ
口
、

2
3
4
u
k
r四日ロ
E
吋

H
E
o
E
o
u
E
H
-
E
h
H戸町・
8
m
p
色
、
農
民
自
身
が
耕
作
改
良
の
た
め

に
お
こ
な
っ
て
い
た
小
規
模
囲
込
み
の
保
護
主
求
め

τ
い
る
の
て
あ
っ
て
、
領
主
ま
た
は
そ
の
借
地
農
に
工
る
牧
羊
囲
込
み
と
対
立
す

る
。
こ
の
よ
う
な
農
民
自
身
の
囲
込
み
は
、
農
民
が
古
川
山
慣
習
に
も
と
づ
く
開
放
耕
地
制
を
自
ら
修
正
し
つ
つ
、
農
民
的
土
地
所
有
を

前
進
さ
せ
て
い
る
こ
と
告
示
し
て
い

vho
ブ
ッ
シ
ェ
ル
白
基
準
を
一
定
せ
よ
と
い
う
こ
と
は
、
と
の
一
よ
う
な
農
民
が
穀
物
の
商
品
生
産

「
ケ
ッ
ト
の
反
乱
」
に
つ
い
て

第
七
十
九
巻

四

揮
五
号

プミ



「
ケ
ッ
ト
り
反
乱
」
に
つ
い
て

第
七
十
九
車

四

第
五
号

六
回

を
背
景
に
し
て
、
度
量
衡
を
統
一
せ
よ
と
い
う
要
求
と
み
る
己
と
が
で
き
ょ
う
。
ま
た
、
こ
う
し
た
農
民
の
中
か
む
と
モ
闘
争
セ
指
導

し
た
富
俗
な
農
民
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
亡
、
か
れ
ら
は
、
閏
ら
労
カ
と
費
用
を
か
け
て
き
ず
い
た
経
営
主
主
も
る
た
め
に
も
農
民

層
白
指
導
力
と
た
フ
た
の
で
あ
る
の
ψ

的

ト

1
=
ー
は
、
要
求
の
性
格
に
つ
い
て
、
古
い
マ
ナ
ー
の
慣
習
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
保
守
的
な
怯
格
が
葬
る
し
い
と
の
ベ
(
吋
担
E
O
F

h
r
岡
田
片
岡
mw

ロ
吋
E
E
O
E
]
U
E
U匂
)
、
ピ
ン
ド
フ
は
、
農
村
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
展
を
阻
害
す
る
過
甑
な
綱
領
で
あ
一
。
と
い
っ
て
い
る
〈
回
目
皆
同
F

O
喝

の

H
F
H
U

申・)。

同
農
民
自
身
の
囲
込
み
が
耕
作
用
に
限
b
れ
て
い
士
と
は
い
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
当
時
の
あ
る
対
話
篇
の
農
民
の
雪
棄
に
よ
る
と
、
汁
か
つ
て
は

自
分
自
鋤
を
二
つ
も
三
つ
も
あ
る
い
は
出
つ
も
も
っ
て
い
た
わ
た
し
の
仲
間
た
ち
の
中
に
は
、
そ
の
鋤
を
ひ
く
馬
を
手
放
し
C
し
ま
っ
た
も
の
が
幾

人
も
い
主
す
。
そ
う
し
て
か
れ
ら
は
、
耕
地
内
一
部
な
い
し
は
全
部
を
放
牧
地
に
か
え
、
そ
白
結
果
、
た
い
そ
う
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

毎
日
の
J
う
に
土
地
の
一
部
を
回
込
ん
で
放
牧
地
、
と
す
る
百
姓
も
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
り
土
地
が
共
同
耕
地
で
た
が
い
に
い
り
く
ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
が
な
か
勺
た
ら
、
わ
た
し
た
ち
の
耕
地
は
、
ず
っ
と
以
前
に
、
村
中
の
み
ん
な
の
同
奮
を
え
て
固
込
ま
れ
ヤ
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
」

(
F
E
gロ
p
k
r
ロE
S
E
2
0
。同

B
o
n
o目
目
。
ロ
当
omr
匂

g
y
だ
か
ら
こ
そ
、
か
れ
ら
は
、
「
自
分
た
も
の
近
く
に
あ
る
隣
人
り
土
地
を
買

入
れ
た
り
、
ま
た
は
、
隣
人
と
の
あ
い
だ
で
、
こ
っ
ち
り
何
エ
ー
カ
ー
と
む
こ
う
り
何
エ
ー
カ
ー
と
を
交
換
す
る
、
・
と
い
う
や
り
方
」
で
散
在
耕
地

制
を
修
正
し
て
「
自
分
た
ち
の
土
地
を
み
ん
な
ひ
ん
ま
と
め
に
し
て
、
そ
れ
を
因
込
」
(
戸
区
晶
司
同
区
)
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

ω
「
請
願
書
」
の
第
一
項
参
問
。
ま
た
、
一
主
五

O
年
に
、
あ
る
エ
ス
ク
ワ
イ
ア
に
占
有
を
禁
止
さ
れ
た
謄
本
保
有
地
の
保
有
権
回
復
か
請
願
し
た

ゥ，
A
B

モ
シ
グ
ム
の
ヨ

I

マ
シ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
ベ
て
い
る
。
「
た
い
へ
ん
な
骨
折
り
と
費
用
と
負
担
を
か
け
て
、
そ
の
土
地
の
桔
を
ほ
り
お
こ
し
、

排
ホ
L
、
持
を
設
け
て
上
詔
二
の
エ

I
力
ー
を
改
良
し
、
議
波
さ
れ
た
と
き
と
く
ら
べ
て
‘
は
る
か
に
立
派
な
土
地
に
し
た

i-
」「

F

F
出

回
以
司

M
U
A
H
J
M
A
F
H
U

十
五
世
相
に
は
、
貨
幣
地
代
が
一
般
的
に
成
立
し
て
い
た
白
で
あ
る
か
ら
、
三
一
八
一
年
当
時
と
ち
が
っ
亡
、
農
奴
解
放
の
要
求
は
、

基
本
的
た
要
求
と
は
考
人
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
十
六
世
紀
に
農
奴
が
全
く
姿
を
消
し
た
わ
り
て
ね
な
い
。
た
と
え
ば
、

7
苧

l
γ
セ



ッ
ト
・
マ
ナ
ー
で
は
、

一
四

O
O年
に
十
九
家
族
い
た
農
奴
が
、

一
五

O
O年
に
八
家
族
、

一
五
二
五
年
に
究
家
族
、

一
五
五

O
年
に

=
一
家
族
と
な
り
、
よ
う
や
く
一
五
七
五
年
に
消
滅
し
た
(
口
当
。
ロ
司
o
p
〉

Z
。片岡
o-w
冨
ωロ
o
p
日

y
g
v
し
か
も
、
己
D
年
に
エ

リ
ザ
ベ
ス
女
主
に
よ
っ
て
ゐ
己
な
わ
れ
た
農
奴
解
放
は
、
農
奴
を
自
由
な
土
地
所
有
農
民
に
す
る
の
で
は
た
く
、
農
奴
に
解
放
状
士
高

く
売
り
つ
け
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
こ
白
上
う
な
解
放
は
、
法
外
な
解
放
上
納
金
を
支
払
う
こ
と
白
で
き
な
い
農
奴
世
、
土
地
か

解
放
で
あ
っ
た
。
モ
白
己
と
を
、
か
れ

b
は
「
苦
情
」
の
中
ゼ
、

ら
解
放
す
る
己
と
に
な
ヮ
た
で
あ
ろ
う
。
農
民
が
要
求
し
た
り
は
、
己
白
ょ
う
た
解
放
で
は
な
く
、
自
由
な
土
地
白
利
用
に
も
と
づ
く

「
わ
れ
わ
れ
は
自
由
を
欲
し
、
万
物
白
無
語
別
平
等
左
利
用
を
欲
す

る
」
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ω
一
五
七
五
年
、
ェ
9
4
y
ベ
ス
女
王
は
、
三
百
人
目
農
奴
を
解
放
し
、
そ
の
解
放
上
納
金
を
サ
I

・へ

Y

9

・，
I

印
日
出
胃
弓
目
、

F
Z
に
あ
た
え

た
の
で
、

p
ー
は
こ
の
仕
事
を
請
負
い
、
m
M
奴
に
解
放
た
強
要
し
た
。
解
放
状
は
「
い
〈
ば
く
か
の
貨
幣
栢
」
'
と
ひ
き
か
え
に
幽
さ
れ
た
が
、
-
J

才

I
V
セ
ァ
ト
の
例
で
は
、
そ
の
額
が
二
一

0
ポ
ン
ド
に
遣
し

t
と
推
定
さ
れ
る
(
口
h20ロ唱
0
1・
0唱
E
F
唱匂

c
p
s
y

む

す

び

十
五
世
紀
後
半
の
パ
ヲ
戦
争
は
封
建
大
諸
侯
の
カ
色
弱
め
、
さ
む
に
修
道
院
の
解
散
は
封
建
的
大
教
会
領
主
に
打
撃
を
あ
た
え
た
。

か
れ
ら
に
代
ヮ
て
デ
ュ

l
グ
!
絶
対
主
制
の
も
と
に
登
場
し
て
き
た
ジ
ェ

Y

ト
リ
は
、
牧
羊
聞
込
み
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
、
資
本
主

義
の
た
め
白
地
主
的
「
土
地
清
掃
を
は
じ
め
た
。
こ
の
よ
う
な
、
資
本
関
係
の
前
提
条
件
を
つ
く
る
た
め
白
、
農
民
か
ら
の
士
地
収

奪
に
対
し
て
、
富
裕
な
農
民
の
指
導
の
も
と
に
、
民
民
層
は
全
体
と
し
て
、
都
市
平
民
と
と
も
に
た
た
か
っ
た
。
か
れ
ら
は
農
民
の
土

地
保
有
を
確
保
し
、
農
民
経
営
企
発
展
さ
せ
る
た
め
に
た
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

「ケ
y

ト
の
反
乱
」
は
、
十
五
世
紀

「
ケ
ッ
ト
の
反
凱
」
に
つ
い
亡

揮
じ
十
九
春

内

第
五
号

ノ、
五



「
ケ
ッ
ト
の
反
凱
」
に
つ
い
て

第
七
十
九
巻

四

回

第
豆
号

六
六

末
か
ら
は
じ
ま
る
本
源
的
蓄
積
の
過
程
に
島
い
て
、
資
本
主
義
白
発
展
を
め
ぐ
っ
て
対
抗
す
る
地
主
勢
力
の
利
害
と
農
民
の
利
害
と
が

税
突
し
た
闘
争
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
農
民
軍
は
、
モ
の
行
動
に
お
い
て
絶
対
王
制
の
役
人
を
攻
撃
し
、
モ
の
軍
隊
と

た
た
か
い
な
が
ら
、
エ

F
ワ
ド
六
世
や
枢
密
顧
問
官
が
自
分
た
ち
り
味
方
て
あ
る
か
の
よ
う
な
幻
想
を
最
後
ま
で
す
て
き
れ
な
か
っ

た
。
か
札

b
は
ノ
リ
ソ
ゾ
を
攻
撃
し
た
が
ロ
ン
ド
ン
へ
は
進
ま
ず
、
ノ
1

7

7

グ
州
の
中
て
は
大
き
た
規
模
と
組
織
を
も
ち
た
が
ら
、

同
じ
よ
う
に
動
揺
し
て
い
た
他
の
諸
州
と
の
つ
な
が
り
は
ほ
と
ん
と
も
た
な
か
っ
た
よ
う
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
に
さ
し

も
広
汎
に
ひ
ろ
が
っ
一
て
い
た
諸
州
の
蜂
起
も
各
個
に
撃
破
さ
れ
て
し
ま
っ
た
D
で
あ
る
。
と
乙
ろ
ゼ
、
他
方
、
チ
ュ

1
ダ

l
政
府
白
側

も
、
ウ
え

H
Y
ク
伯
が
ノ

l
プ
ァ
ク
の
ジ
ェ
ン
干
ル
マ

γ
を
み
な
だ
め
た
よ
う
に
、
農
民
層
を
土
地
か
ら
完
全
に
切
敵

L
て
絶
滅
す
る
こ

と
は
、
明
庁
、
の
存
立
去
熔
そ
の
も
の
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
限
界
を
も
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
チ
ュ

l
グ
l
絶
対
ヱ
制
は
一
一
つ
の

側
面
を
も
っ
て
い
た
白
て
あ
づ
て
、
サ
マ
セ
ッ
ト
公
に
よ
っ
て
一
話
さ
れ
た
よ
う
に
、
農
業
と
農
民
を
維
持
す
る
た
め
に
、
反
聞
込
み
政

策
も
必
要
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
子
品
ン
ト
リ
を
犠
牲
に
し

τ農
民
を
甘
や
か
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
士
た
住
民
民
白
峰

起
は
徹
底
的
に
弾
圧
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
一
て
農
民
を
絶
滅
す
る
己
と
も
行
過
ぎ
て
あ
っ
た
。
だ
か
ら
と
そ
、

一
五
四
九
年
の
闘
争
に
は
敗
北
し
た
農
民
層
も
、
十
六
世
紀
か

b
十
七
世
紀
へ
か
け
て
、
〈
り
か
え
し
闘
争
を
展
開
し
、

7
ル
ジ
ョ
ア

革
命
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
形
成
し
て
ゆ
く
臼
て
あ
る
が
、
こ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
前
史
を
な
す
農
民
闘
争
の
発
展
士
一
そ
う
明
確
に
把

握
す
る
た
め
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
絶
対
王
制
の
も
と
に
ゐ
げ
る
経
済
構
造
と
階
級
関
係
と
が
、
さ
ら
に
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
友
ら
た
い
。

附

言日

本
稿
脱
稿
後
、
邦
詩
文
献
と
し
て
、
里
見
利
和
『
ケ
ッ
ト
の
良
民
一
撲
に
つ
い
て
』

(
大
阪
大
学
「
経
世
学
』
第
六
巻
第
一
号
〉
を
融
む
槽

告
を
え
た
が
、
本
文
に
参
附
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
左
合
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
。




